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次 第 

１．開   会 

２．点   鐘 

３．JCIクリード唱和 

４．JCIミッション並びにJCIビジョン唱和 

５．JC宣言文朗読並びに綱領唱和 

６．出席者の確認 

７．配布資料の確認 

８．議事録署名人並びに議事録作成者の指名 

９．議題の確認 

１０．理事長予定者挨拶 

１１．直前理事長予定者挨拶 

１２．理事長予定者報告 

１３．委員会報告 

１４．審議事項 

第１号議案 一般社団法人 尾道青年会議所 ２０２２年度 委員会構成図（案）に関する件 

   第２号議案 一般社団法人 尾道青年会議所 ２０２２年度 委員会事業計画（案） 

         並びに予算（案）に関する件 

      第３号議案 一般社団法人 尾道青年会議所 ２０２２年度 一般収支予算（案）に関する件 

   第４号議案 一般社団法人 尾道青年会議所 ２０２２年度 諸会議年間スケジュール（案） 

         に関する件 

   第５号議案 ２０２２年度 一般社団法人尾道青年会議所 特別会員への入会（案）に関する件 

   第６号議案 例会・総会の設営及び運営【１月例会開始時間の変更】事業計画（案）に関する件 

   第７号議案 新年例会 事業計画（案）に関する件 

   第８号議案 その他 



１５．協議事項 

第１号議案 活動記録の整理・保存及び広報活動の実践【情報通信技術（ICT）を活用】 

      事業計画（案）予算（案）について 

第２号議案 活動記録の整理・保存及び広報活動【JCライフ発行】の実践 事業計画（案）について 

第３号議案 全般的な庶務の遂行【会員手帳の作成】事業計画（案）について 

第４号議案 全般的な庶務の遂行【各種表彰】事業計画（案）予算（案）について 

第５号議案 新年例会 事業計画（案）予算（案）について 

第６号議案 その他 

１６．報告依頼事項 

１７．連絡事項 

１８．監事予定者講評 

１９. 次回開催日の確認 

２０．閉   会 

２１．点   鐘 



理事長予定者報告 
１０月１９日（火） 尾道市長表敬訪問        於：尾道市役所 
１０月２９日（金） 会員会議所会議         於：東広島商工会議所 
１１月１０日（水） 第３回正副理事長予定者会議   於：事務局 
１１月１８日（木） 第３回理事予定者会議      於：尾道国際ホテル 
 
事務局連絡 
１１月２３日（火） 会員会議所会議（新旧）     於：グランラセーレ東広島 
１２月 ３日（金） シニアクラブ総会        於：西山別館 
１２月 ６日（月） 第１２回理事会（新旧）     於：尾道国際ホテル 
１２月 ８日（水） 第４回正副理事長予定者会議   於：事務局 
           上程締切 １２月 ２日（木） １７：００まで 
１２月１７日（金） 第４回理事予定者会議      於：尾道国際ホテル 
１２月２８日（火） 第５回正副理事長予定者会議   於：事務局 
           上程締切 １２月２２日（水） １７：００まで 
 １月 ６日（木） 初詣              於：艮神社 
 １月 ７日（金） 第１回理事会          於：尾道国際ホテル 
 １月１７日（月） １月例会・新年例会       於：尾道国際ホテル 
 １月２０日（木） 京都会議            於：京都市内 
     ～ １月２３日（日） 
 １月２６日（水） 第１回正副理事長会議      於：事務局 
           上程締切  １月２１日（金） １７：００まで 



 

期間　2021年 10月14日～2021年11月15日
委　員　会　名 日　時 場　所 議　　題

10月22日 桂馬 新年例会について
10月29日 桂馬 新年例会について
10月31日 うずしおカントリークラブ 今後の活動について

10月19日 事務局 JCライフの作成
満期退会者への記念品

10月23日 しんでん JC手帳の校正について
11月12日 ラビスタ 1月例会について

拡大について
10月20日 村一番 2月例会について
11月2日 一宮神社 2月例会について
11月12日 新和ビルサービス本社 2月例会について

10月8日 事務局 ブロックアカデミーについて
10月11日 301 ブロックアカデミーについて
10月29日 ZOOM ブロックアカデミーについて
11月5日 ZOOM ブロックアカデミーについて

10月15日 事務局 家族会について
6月例会について

10月14日 事務局 拡大リスト作成
4月例会について
ホームページについて

10月15日 301 拡大について

青少年育成委員会

会員拡大委員会

委　員　会　報　告

６５周年実行特別委員会

総務広報委員会

共創まちづくり委員会

まちの未来創造委員会



１－１ 

 

 

森田　洋一郎

山本　恭平 横山　大二郎
水野　春樹

山本　圭介
延安　孝文

高垣　裕吉 長坂　侑 中本　悠哉
原田　知晴

日暮　泰広
高升　純

吉田　嵩正 松本　裕太
沼田　剛志

森川　陵 川口　晴康
　小林　暢玄　

中司　昌克中川　裕智
藤田　祐輔 岡本　正也

川﨑　耕平
岡　美央

島田　元太

福本　真也 中原　元気 南　尚幸 岡村　虹二 黒瀬　義隆

田井　清正小迫　佳紀
福島　侑 岡本　大輔 大本　誠 亀田　康寿馬原　美晴

岡田　貴臣 安楽城 大作 岩井　達也 石岡　由光

幹事 幹事 幹事 幹事 幹事

村上　康 大池　慎三 内海　洋平 加藤　雄大 小西　琢真 島田　昌広

大原　和浩

安保　大輔

副実行委員長 副委員長 副委員長 副委員長 副委員長 副委員長 髙垣　悟

加藤　雅崇 村橋　聡 平岡　良之 村上　直弘 半田　祐喜 沼尾　一

安楽城 大作

青少年育成
委員会

会員拡大委員会

65周年 特別室 地域創造室 人財育成室

事務局長

中島　裕一朗

副実行委員長 委員長 委員長 委員長 委員長 委員長 セクレタリー

𠮷田　雄太 歌　一行 高橋　建太

総務広報委員会
 共創まちづくり

委員会
まちの未来創造

委員会
65周年実行特別

委員会

向井　豪佑

２０２２年度　一般社団法人　尾道青年会議所　委員会構成図（案）

総　　会

監　　事

島田　元太

高升　純 理事会

専務理事

大西　貴明

実行委員長 副理事長 副理事長

理事長

今岡　正英

直前理事長



２－１ 
 

６５周年特別室 ６５周年実行特別委員会 

副実行委員長 加藤 雅崇 

副実行委員長 村上 康 

テーマ「Imagine ～想像しよう～」 

  

先の見えない、答えのない、不安定な時代です。 

第四次産業革命の只中にあるとも言われる現代において、人々の経済活動のみならず、生活様式や伝

統文化、価値観など、多岐に渡って様々な事柄がうねりをあげて、日々刻々と変化しています。 

また、一昨年に起こった新型コロナウイルスのパンデミックに象徴されるように、加速するグローバ

ル化は我々の生活をより豊かに、しかし、より複雑な物にしています。 

世界の遠いところで起こる出来事が、たちまち私たちの生活にも直接影響する、これまでに誰も体験

していない時代に、私たちは生きています。 

前例が無いほど頻発する大規模な自然災害、急速な科学技術の発展に対する希望と不安、世界中で露

呈する様々な格差、歯止めのかからない少子高齢化、米中冷戦とも言われる２つの大国の緊張状態。あ

りとあらゆる事が、不確実で、曖昧で、漠然としていて、互いに影響を与え合いながら、私たちの生活

に影を落としています。 

 

そんな中で私たちにできること。 

Imagine―想像しよう 

 

これまでも人間は想像力を武器に、歴史を創り上げてきました。 

どんな困難に直面しようとも、私たちの持つ想像力は、時代を乗り越えていく船であり続けました。 

そしてこれからもきっと、それは変わらないでしょう。 

 

I imagine. 私は想像します。 

We imagine. 私たちは想像します。 

Imagine the past. これまでの尾道の、尾道青年会議所の歴史を。 

Imagine the future. これからの尾道の、尾道青年会議所の未来を。 

想像し、共有し、行動します。 

 

本年度は６５周年という重みを胸に、「守 破 離」の元。 

これまでの尾道青年会議所の６５年という時間を改めて見つめ直し、数十年先の未来に繋がるような

活動を、伝統を重んじながらも、柔軟に新しいことを取り入れながら行ってまいります。 

この１年間、今できることを、仲間と共にやり切り、この尾道に、未来に繋がる灯りをともします。 

尾道青年会議所の持つ想像力を武器に 

 
事 業 計 画 時 期 予 算 

創立６５周年記念式典の企画・運営 ５月 ５００，０００ 

創立６５周年記念事業の企画・運営 通年 ３，０００，０００ 

新年例会 １月 １５０，０００ 

クリスマス会 １２月 ２００，０００ 

会員拡大の実践 通年  

合         計  ３，８５０，０００ 

 



２－２ 
 

６５周年特別室 総務広報委員会 

委 員 長 村橋 聡 

副委員長 大池 慎三 

テーマ「年中夢求」 

 

尾道に青年会議所が産声を上げて今年で６５年。設立以来、先輩方の築き上げた青年会議所活動の功

績が今日の我々の活動の礎となっています。 

この先輩方の「想い」を受け継ぎ未来のメンバーに託していくためには、活動記録の整理・保存と広

報活動というものは不可欠なものであります。 

総務広報委員会では、例会の設営や運営はもちろんのこと、理事長所信にあります「守 破 離」の

精神を持ち、メンバーが心置きなく活動できるような環境を整えることが必要と考えます。 

VHS 開発指揮者、日本ビクターの元副社長、高野鎮雄氏は開発の当時を振り返り、 

「夢中でしたね。夢中っていうのは、たいへん素晴らしいことだと思う。神様がね、こんな素晴らしい

人たちを私の周りに置いて下さった。ぜひ皆さんも、何でもいいですから夢中になってください。」とい

う言葉を自身が退任する際に後輩に向けて残されています。 

せっかく青年会議所に入会しても、現状として夢中になれる環境というものが、昨今の情勢により失

われつつあり、この状況の改善は非常に重要なことであると思います。 

素晴らしい人たちは既に周りにいます。そこから更に JC 活動に夢中になれる夢のような環境づくりを

総務広報委員会の活動の中で調査・研究・実践していくとともに、ホームページや SNS などのツールを

活用し、青年会議所活動の魅力の発信、そして尾道という「まち」の魅力を発信して参りましょう。 

 

 

 

事 業 計 画 時 期 予 算 

例会・総会の設営及び運営 通年 ７,０００  

全体的な庶務の遂行 通年 ８２,０００  

例会行事 ７月 ６０,０００  

新理事研修 ８月 ５０,０００ 

卒業例会 １２月 ６０,０００ 

活動記録の整理・保存及び広報活動の実践 通年 ２００,０００ 

会員拡大の実践 通年  

合         計  ４５９，０００ 

 



２－３ 
 

地域創造室 共創まちづくり委員会 

委 員 長 平岡 良之 

副委員長 内海 洋平 

テーマ「継がれてきたものを継ぐために」 

 

活動自粛を余儀なくされている現在。我々は我々を育ててくれたこのまちに何ができるだろう。 

人はまちに出ず､まちからは少しずつ灯りが減り､次第にまちも活気をなくす。 

 

コロナウイルスの感染拡大を防ぐため､まちに出られず､思うように JC 活動もできない。 

それは仕方のないことだと十分に理解もできている。 

 

では､我々青年経済人はその中で何ができるだろうか。 

大人しく粛々と終息宣言を待つのか。果たしてそれは我々を育ててくれたこのまちのために 

我々が出来ることなのだろうか。 

 

今ある多くの不自由と戦い､今まで当たり前にあった多くの自由を取り戻すべく､先輩方から受け継が

れてきた祭りという文化を通じ､再びこの尾道というまちに活気を取り戻せると信じる。 

 

 

 

事 業 計 画 時 期 予 算 

共創まちづくり事業の調査･研究･実践 通年 ３００，０００ 

尾道の伝統文化の調査･研究･実践 通年  

例会行事 ２月 ６０，０００ 

夏期講習 ８月 ３００，０００ 

会員拡大の実践 通年  

合         計  ６６０，０００ 

 



２－４ 
 

地域創造室 まちの未来創造委員会 

委 員 長 村上 直弘 

副委員長 加藤 雄大 

テーマ「結」 

 

現在、感染症の拡大を防ぐため、まちやそこに住まう人に対して急激な生活の変化を求められてきま

した。特に“密”を避けるため、人との接触を極力減らすといった新たな生活様式は、“人との繋がり”

を希薄にする可能性があり、このような変化に対して不安を抱えている人が多いと思います。 

 

このような時だからこそ、“結束”や“絆”といった言葉に魅力を感じます。まちの未来を考える上で、

地域との結束は重要です。先人たちが紡いできた絆や想いが詰まった今の尾道を作ってきました。この

尾道を今の厳しい状況下でも一歩踏み出し未来へと結ぶことが今を生きる我々の役目だと考えます。 

 

“結”という文字の旁の“吉”には、「念願を込めたモノ」と言う意味があり、編に“糸”を添えるこ

とで、“念願かなった吉の状態を守る”という成り立ちがあります。 

尾道青年会議所は、本来なら交り難い職種であっても同じ志のもとに結束して、私たちの愛するまち

と共に新時代に向かって進んでいきます。人とまちの結束を広げることが、新たなまちの未来を創造す

る一歩になるように願いを込めて。 

 

最後になりますが、今年は尾道青年会議所の設立６５周年の年になります。６５年に亘り諸先輩方の

想い、そして地域の皆様が紡いできた尾道、このまちの未来の創造ため精進していきます。 

 

 

 

事 業 計 画 時 期 予 算 

広島ブロックアカデミーの企画・運営 ６月  

まちの未来創造事業の調査・研究・実践 通年 ３００，０００ 

例会行事 ３月 ６０，０００ 

例会行事 ９月 ６０，０００ 

会員拡大の実践 通年  

合         計  ４２０，０００ 



２－５ 
 

人財育成室 青少年育成委員会 

委 員 長 半田 祐喜 

副委員長 小西 琢真 

テーマ「今を全力で楽しむ」 

 

無限の可能性を秘めた原石たちは、感性や個性を大事にしてもらいたいと思っています。「みんなと同

じじゃないと恥ずかしい」ではなく、「みんな同じじゃ面白くない」。その子にしかないものや、秘めた

力を引き出すサポートをすることが我々の役目だと考えます。固定概念に囚われない子供の吸収力は大

人とは比べ物になりません。多くの物を見て、肌で感じ、視野を広げる機会を提供したい。我々大人は

「ヒント」や「キッカケ」を与えるアシストをする事で、子供自ら新たな発見やインスピレーションを

感じ、興味を持ったことに挑戦する。そして、自ら始めたことは途中で投げ出さず、最後までやり遂げ

ることで、いつの日か原石たちは光り輝く宝石になるでしょう。 

 

仕事も遊びも JC も、せっかくやるなら、その時しかないその瞬間を全力で楽しむ！私たち自身が楽し

み、熱意を持って一生懸命行動すれば、心に刻まれ、記憶に残るはずです。子供も大人も一緒に成長し

ていきましょう。 

 

 

 

 

事 業 計 画 時 期 予 算 

青少年育成事業の調査・研究・実践 通年 ３００，０００ 

家族会 ４月 １００，０００ 

例会行事 ６月 ６０，０００ 

例会行事 １０月 ６０，０００ 

会員拡大の実践 通年  

合            計  ５２０，０００ 

 



２－６ 
 

人財育成室 会員拡大委員会 

委 員 長 沼尾 一 

副委員長 島田 昌広 

 

テーマ「新しい風」 
                        

 

今世界が混沌とし、先が見えない状況が続いています。尾道の街も、その影響がないとは言えず、経

済や生活に対して大きな制限が加えられています。その為、今こそ社会の変化に合わせて、私達の拡大

活動も変わる必要があると考えます。近年の尾道青年会議所の会員数は６０名前後といった状況が続い

ており、１０年前と比べ約２０名減少しています。明るい豊かな社会の実現を目指した JC 運動を展開

させていくためにも、一人でも多くのメンバー、同じ志を持って活動してくれる仲間たちが必要不可欠

です。組織を弱体化させないためにも、活動自体の規模を縮小させないためにも、毎年しっかりと拡大

活動を行っていかなければなりません。 

 

新しいメンバーの拡大は、 『人との出会い』 です。               

 

これまで出会ったことがないような人と出会うことは、自分を成長させることに繋がりま 

す。常に変化し続けるこれからの時代、尾道の発展を願い行動する輪の中に、今までとは違う新しい風

を、若い発想で巻き起こしたいと思います。６５年間先輩方が受け継いできた、JC の思いのバトンを

引継ぎ、私も次代へ継いでいく一人でありたい。 

 

 

 

 

 

事 業 計 画 時 期 予 算 

会員拡大の調査・研究・実践 通年 ６０，０００ 

例会行事 ４月 ６０，０００ 

例会行事 １１月 ６０，０００ 

新入会員ガイダンス ７月 ５０，０００ 

仮入会員研修 ９月 ５０，０００ 

しまなみ３JC への参画 通年  

合         計  ２８０，０００ 
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案） 

 

審議 事項 

事 務 局 

専務理事：大西 貴明 

 

（１）議案名 

２０２２年度 一般社団法人 尾道青年会議所 一般収支予算（案）に関する件 

 

（２）事業名 

２０２２年度 一般社団法人 尾道青年会議所 一般収支予算（案） 

 

（３）事業実施に至る背景 

前年の決算が終わっていない現在での段階で、次年度での予算を組むことにより尾道青年会議所

の資産を明確にしてきた。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）２０２２年度の予算を決定し、目的達成の為の事業を円滑に行う。 

 

（５）事業概要 

        ａ．実施日時 ２０２２年 １月 １日（土）～１２月３１日（土） 

        ｂ．場  所 

        ｃ．予算総額  ￥（詳細は別紙予算書） 

        ｄ．参加人員  内部   名     外部   名     計   名 

（内部内訳：） 

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 

        ｇ．実施組織・推進リーダー 専務理事 大西 貴明 

        ｈ．実施手順・プログラム 

２０２１年１０月１１日（月） ２０２２年度 第２回正副理事長予定者会議 協議 

      ２０２１年１０月１８日（月） ２０２２年度 第２回理事予定者会議    協議 

      ２０２１年１１月１０日（水） ２０２２年度 第３回正副理事長予定者会議 審議 

      ２０２１年１１月１８日（木） ２０２２年度 第３回理事予定者会議    審議 

      ２０２１年１２月 ６日（月） ２０２１年度 第１２回理事会       追認 

 

（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

    繰り越し、会費・事業費・固定費等を明確にする。 

    繰り越しが確定した時に、修正予算として再度上程する。 

 

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

一般社団法人制度の会計基準に沿って行う。 

 

（８）審議のポイント 

一般収支修正予算について 
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（９）会議での意見とその対応 

   意見）管理費明細書で社会保険料の欄ですが雇用保険料の値上がりと介護保険料を適用いただく事

から見直しをされた方がいいと思います。 

対応）１６％から１７％に見直しを行いました。 

 

（10）他委員会への依頼事項等 

 

（11）添付資料 

２０２２年度 一般社団法人尾道青年会議所 一般収支予算（案） 

２０２２年度 一般社団法人尾道青年会議所 一般収支予算（案）管理費明細 

 

第３回理事予定者会議 ２０２１年１１月１８日 
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(単位：円）

1 2 1 2 3 4

青少年育成に

関する事業

地域活性化に

関する事業
例会

会員研修に関

する事業

会員の親睦に

関する事業

その他の庶務

に関する事業

Ⅰ　事業活動収支の部

1.事業活動収入

（１）会費収入 10,015,000 10,015,000

正会員会費収入 7,938,000 7,938,000

年会費収入 7,938,000 7,938,000

新入会員入会金 0 0

特別会員会費収入 432,000 432,000

ＯＢ会員会費収入 1,645,000 1,645,000

（２）事業収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0

登録料収入 0 0 0

懇親会費収入

広告料収入 0 0 0

雑収入

負担金収入 0 0 0

業務委託料

（３）補助金等収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地方公共団体助成金 0 0 0

民間助成金

（４）寄付金収益

寄付金収益

（５）雑収入 0 0 0 0 0 0 0 0 121,000 121,000

雑収入 0 0 120,000 120,000

受取利息収入 0 0 1,000 1,000

（６）他会計からの繰入金収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特別会計からの繰入金収入 0 0 0

事業活動収入計 0 0 0 0 0 0 0 0 10,136,000 10,136,000

２．事業活動支出

(1)事業費支出 300,000 600,000 900,000 2,493,384 150,000 4,160,000 289,000 7,092,384 7,992,384

会場設営費支出 0 0 0 1,803,384 0 0 0 1,803,384 1,803,384

会場費支出 0 0 0 601,128 0 0 601,128 601,128

食事代支出 0 0 0 1,202,256 0 0 1,202,256 1,202,256

企画演出費支出 0 0 0

本部団関係費支出 0 0 0

講師関係費支出 0 0 0

広報費支出 0 0 0

資料作成費支出 0 0 0

報告書作成費支出 0 0 0

懇親会費支出 0 0 0

渉外費支出 0 0 0

旅費交通費支出 0 0 0

参加記念品代支出 0 0 0

保険料支出 0 0 0

通信費支出 0 0 0

販売物品仕入支出 0 0 0

雑費支出 0 0 0

給与手当支出

リース料支出

光熱水道費支出

賃借料支出

事業予備費支出 0 0 0

（２）管理費支出 6,404,480 6,404,480

会議費支出 613,600 613,600

給与手当支出 1,588,800 1,588,800

福利厚生費支出 270,096 270,096

旅費交通費支出 100,000 100,000

通信・発送費支出 691,950 691,950

消耗品費支出 555,010 555,010

会員支給品費 0 0

リース料支出 50,600 50,600

印刷製本費支出 750,640 750,640

光熱水料費支出 208,932 208,932

賃借料支出 1,056,720 1,056,720

租税公課支出 33,000 33,000

渉外費支出 200,000 200,000

雑支出 285,132 285,132

(3)負担金支出 1,060,145 1,060,145

ＪＣＩ負担金支出 106,470 106,470

日本ＪＣ負担金支出 360,000 360,000

地区協議会負担金支出 63,000 63,000

ブロック協議会負担金支出 189,000 189,000

国際協力資金支出 114,975 114,975

日本ＪＣ出向者負担金支出 0 0

Ｗｅ　Ｂｅｌｉｅｖｅ購読料支出 189,000 189,000

その他ＬＯＭ負担金支出 37,700 37,700

事業活動支出計 300,000 600,000 900,000 2,493,384 150,000 4,160,000 289,000 7,092,384 7,464,625 15,457,009

事業活動収支差額 -300,000 -600,000 -900,000 -2,493,384 -150,000 -4,160,000 -289,000 -7,092,384 2,671,375 -5,321,009

Ⅱ投資活動収支の部

1．投資活動収入

（１）特定資産取崩収入 0 0 0 0 0 0 0 0 3,000,000 3,000,000

周年事業積立資産取崩収入 0 0 0 0 3,000,000 3,000,000

投資活動収入計 0 0 0 0 0 0 0 0 3,000,000 3,000,000

2．投資活動支出 0

周年事業積立資産支出 0

投資活動支出計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

投資活動収支差額 0 0 0 0 0 0 0 0 3,000,000 3,000,000

Ⅲ財務活動収支の部

1．財務活動収入

財務活動収入計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2．財務活動支出

財務活動支出計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

財務活動収支差額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅳ予備費支出 0

当期収支差額 -2,321,009

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額 -2,321,009

法人会計 合計
小計 小計

一般社団法人尾道青年会議所　一般収支予算書内訳表（案）
2022年1月1日から2022年12月31日まで

実施事業等会計 その他の事業会計
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 (単位：円）

1 2 1 2 3 4

青少年育成に

関する事業

地域活性化に

関する事業
例会

会員研修に関

する事業

会員の親睦に

関する事業

その他の庶務に

関する事業

Ⅰ　一般正味財産増減の部

1　経常増減の部

①経常収益

（１）受取会費 10,015,000 10,015,000

正会員会費収益 7,938,000 7,938,000

正会員会費 7,938,000 7,938,000

新入会員入会金 0 0

特別会員会費収益 432,000 432,000

ＯＢ会員会費収益 1,645,000 1,645,000

（２）事業収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0

登録料収益 0 0 0

懇親会費収益 0 0 0

広告料収益 0 0 0

雑収入 0 0 0

負担金収益 0 0 0

業務委託料 0 0 0

（３）受取補助金等収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地方公共団体助成金 0 0 0

民間助成金 0 0 0

（４）寄付金収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0

寄付金収益 0 0 0

（５）雑収益 0 0 0 0 0 0 0 0 121,000 121,000

雑収益 0 0 120,000 120,000

受取利息収益 0 0 1,000 1,000

（６）他会計からの繰入金収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特別会計からの繰入金収益 0 0 0

経常収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 10,136,000 10,136,000

②経常費用

(1)事業費 300,000 600,000 900,000 2,493,384 150,000 4,160,000 289,000 7,092,384 7,992,384

会場設営費支出 0 0 0 1,803,384 0 0 0 1,803,384 1,803,384

会場費支出 0 0 0 601,128 0 0 601,128 601,128

食事代支出 0 0 0 1,202,256 0 0 1,202,256 1,202,256

企画演出費支出 0 0 0

本部団関係費支出 0 0 0

講師関係費支出 0 0 0

広報費支出 0 0 0

資料作成費支出 0 0 0

報告書作成費支出 0 0 0

懇親会費支出 0 0 0

渉外費支出 0 0 0

旅費交通費支出 0 0 0

参加記念品代支出 0 0 0

保険料支出 0 0 0

通信費支出 0 0 0

販売物品仕入支出 0 0 0

雑費支出 0 0 0

給与手当支出

リース料支出

光熱水道費支出

賃借料支出

事業予備費支出 0 0 0

（２）管理費 6,404,480 6,404,480

会議費 613,600 613,600

給与手当 1,588,800 1,588,800

福利厚生費 270,096 270,096

旅費交通費 100,000 100,000

通信・発送費 691,950 691,950

消耗品費 555,010 555,010

会員支給品費 0 0

リース料 50,600 50,600

印刷製本費 750,640 750,640

光熱水料費 208,932 208,932

賃借料 1,056,720 1,056,720

租税公課 33,000 33,000

渉外費 200,000 200,000

雑費 285,132 285,132

(3)負担金 1,060,145 1,060,145

ＪＣＩ負担金 106,470 106,470

日本ＪＣ負担金 360,000 36,000

地区協議会負担金 63,000 63,000

ブロック協議会負担金 189,000 189,000

国際協力資金支出 114,975 114,975

日本ＪＣ出向者負担金 0 0

Ｗｅ　Ｂｅｌｉｅｖｅ購読料 189,000 189,000

その他ＬＯＭ負担金 37,700 37,700

(４)管理運営予備費 -5,321,009 -5,321,009

経常費用計 300,000 600,000 900,000 2,493,384 150,000 4,160,000 289,000 7,092,384 2,143,616 10,136,000

当期経常増減額 -300,000 -600,000 -900,000 -2,493,384 -150,000 -4,160,000 -289,000 -7,092,384 7,992,384 0

2　経常外増減の部

（１）経常外収益 3,000,000 3,000,000

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 3,000,000 3,000,000

（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 3,000,000 3,000,000

当期一般正味財産増減額 -2,321,009

一般正味財産期首残高 0

一般正味財産期末残高 -2,321,009

小計 小計

一般社団法人尾道青年会議所　正味財産増減計算書　一般収支予算内訳表（案）
2022年1月1日から2022年12月31日まで

実施事業等会計 その他の事業会計

法人会計 合計
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1 2 1 2 3 4

青少年育成に

関する事業

地域活性化に

関する事業
例会

会員研修に関

する事業

会員の親睦に

関する事業

その他の庶務

に関する事業

創立６５周年記念式典の

企画・運営
500,000

創立６５周年記念事業の

企画・運営
3,000,000

新年例会 150,000

クリスマス会 200,000

会員拡大の実践 3,850,000

例会・総会の設営及び運

営
7,000

全般的な庶務の遂行 82,000

例会行事 60,000

新理事研修 50,000

卒業例会 60,000

活動記録の整理・保存及

び広報活動の実践
200,000

会員拡大の実践 459,000

共創まちづくり事業の調

査・研究・実践
300,000

尾道の伝統文化の調査・

研究・実践

例会行事 60,000

夏期講習 300,000

会員拡大の実践 660,000

広島ブロックアカデミー

の企画・運営

まちの未来創造事業の調

査・研究・実践
300,000

例会行事 60,000

例会行事 60,000

会員拡大の実践 420,000

青少年育成事業の調査・

研究・実践
300,000

家族会 100,000

例会行事 60,000

例会行事 60,000

会員拡大の実践 520,000

会員拡大の調査・研究・

実践
60,000

例会行事 60,000

例会行事 60,000

新入会員ガイダンス 50,000

仮入会員研修 50,000

しまなみ３JCへの参画 280,000

総務広報

委員会

青少年育成

委員会

会員拡大

委員会

計

実施事業等会計 その他の事業会計

６５周年実行特別

委員会

共創まちづくり

委員会

まちの未来創造

委員会
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項　　目 細　目 金　　額 備　　考 計
前年度

修正予算
対比

　理事会 222,600 15,000×10、第1回36,300、第12回（新旧）36,300
　次年度理事会 60,000 15,000×4
　合同委員会 210,000 21,000×10(※3部屋予約）
　次年度室合同委員会 121,000 ※懇親会なしの会場費のみ
　月額給料 1,528,800 給与910×140×12ヶ月    
　交通費 60,000 交通費5,000×12ヶ月

1,588,800
福利厚生費 　社会保険 270,096 （月給）×17％
旅費交通費 　交通費 100,000 LOMバス etc 100,000 100,000 100.0%

　葉書・年賀状・切手代等 438,350 切手代10,000（年間）、年賀状28,350(450枚) ＪＣライフ等発送費 400,000
　電話料・FAX 243,600 ＮＴＴ17,500×12ヶ月、ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ(新しいサーバ)料33,600（年間）
　その他 10,000 書留料、宅急便費 等
　用紙代 84,480 1,760×4×12ヶ月
　封筒代 55,550 長3  6.5円×6,000部、角2　23円×500部
　トナー代 95,700 ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄﾌﾟﾘﾝﾀｲﾝｸ4,600×12回、トナー40,500
　コピー機カウント料 269,280 22,440×12ヶ月（平均）
　その他 50,000 点検修理調整費

会員支給品費 　 － 新入会員ﾊﾞｯﾁ・ﾈｰﾑﾌﾟﾚｰﾄ等 － － －
リース料 　リース料 50,600 複合機　50,600円 50,600 298,080 17.0%

印刷製本費 　印刷製本費 750,640 会員手帳284,350円 ＪＣライフ466,290 750,640 750,640 100.0%
　電気代 147,600 12,300×12ヶ月　　　　　（平均）
　ガス代 8,760    730×12ヶ月　　　　　（固定）
　水道代 52,572  4,381×12ヶ月　　　　　（固定）
　事務所家賃 873,120 72,760×12ヶ月　　　　　（固定）
　駐車場 183,600 15,300×12ヶ月(1台分)　 （固定）
　法人県民税 21,000 法人市民税申請により納税免除
　印紙代 12,000 登記用10,000、謄本印鑑証明2,000

渉外費 　渉外費 200,000 200,000 200,000 100.0%
　清掃、消検費 51,000 消防設備点検費、事務局内清掃費
　警備費 35,040 2,920×12ヶ月　　　　 　（固定）
　清掃費（共用部分） 105,132 8,761×12ヶ月　　　　　 （固定）
　新聞図書費 35,760 尾道新聞購読費2,980×12ケ月(固定)
　その他 58,200 雑費15,000＋Zoomアカウント使用費30,000 ダイナースカード年会費13,200円

6,404,480 6,594,332 97.1%

会議費 613,600 613,600 100.0%

給与手当
1,858,896 1,843,008 100.9%

通信・発送費 691,950 691,950 100.0%

消耗品費 555,010 527,230 105.3%

賃借料 1,056,720 1,056,720 100.0%

雑　費 285,132 271,172 105.1%

合　　計

一般社団法人尾道青年会議所　２０２２年度　一般収支予算（案）　管理費明細

租税公課 33,000 33,000 100.0%

水道光熱費 208,932 208,932 100.0%
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２０２２年度 諸会議年間スケジュール（案） 

  
例   会 合同委員会 理事会 

日 担当委員会 日 設営担当委員会 日 

１月 
１７日 

（月） 

（新年例会） 

65 周年実行特別委員会 
    

７日 

（金） 

２月 
１６日 

（水） 

（定時総会） 

総務広報委員会 

（例会） 

共創まちづくり委員会 

２日 

（水） 
65 周年実行特別委員会 

７日 

（月） 

３月 
１６日 

（水） 
まちの未来創造委員会 

２日 

（水） 
総務広報委員会 

７日 

（月） 

４月 
１８日 

（月） 
会員拡大委員会 

４日 

（月） 
共創まちづくり委員会 

６日 

（水） 

５月 
１４日 

（土） 
65 周年実行特別委員会 

２日 

（月） 
青少年育成委員会 

６日 

（金） 

６月 
１６日 

（木） 
青少年育成委員会 

２日 

（木） 
まちの未来創造委員会 

６日 

（月） 

７月 
１５日 

（金） 
総務広報委員会 

４日 

（月） 
会員拡大委員会 

６日 

（水） 

８月 

２０日 

（土） 

２１日 

（日） 

（定時総会） 

総務広報委員会 

（夏期講習） 

共創まちづくり委員会 

２日 

（火） 
65 周年実行特別委員会 

８日 

（月） 

９月 
１６日 

（金） 
まちの未来創造委員会 

２日 

（金） 
総務広報委員会 

６日 

（火） 

１０月 
１７日 

（月） 
青少年育成委員会 

３日 

（月） 
共創まちづくり委員会 

６日 

（木） 

１１月 
１６日 

（水） 
会員拡大委員会 

２日 

（水） 
まちの未来創造委員会 

７日 

（月） 

１２月 
１４日 

（水） 

（卒業例会） 

総務広報委員会 
    

６日 

（火） 
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案） 

 

審議  事項 

                                                              事 務 局 

                                                             専務理事：大西 貴明 

 

（１）議案名 

２０２２年度 一般社団法人尾道青年会議所 特別会員への入会（案）に関する件 

 

（２）事業名 

        ２０２２年度 一般社団法人尾道青年会議所 特別会員への入会 

 

（３）事業実施に至る背景 

        例年４０歳で満期退会をされても、特別会員としてご指導・ご鞭撻を頂いております。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）２０２１年度一般社団法人尾道青年会議所を満期退会される、池田知和君 大前慶

倫君 小川直紀君 加度亮平君 高山敦好君 政成啓行君 溝口佳矢君 美ノ上

仁孝君 の以上８名の方々に定款第２章７条（２）及び運営規定第２章１１条（１）

により特別会員に入会して頂き、今後も一般社団法人尾道青年会議所へのご支援を

頂く事を目的とします。 

 

（５）事業概要 

        ａ．実施日時 ２０２２年 １月 １日（土） 

        ｂ．場  所 

        ｃ．予算総額   

        ｄ．参加人員  内部   名     外部   名     計   名 

（内部内訳：） 

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 

        ｇ．実施組織・推進リーダー 専務理事 大西貴明 

        ｈ．実施手順・プログラム 

            ２０２１年１１月１０日（水） ２０２２年度 第３回正副理事長予定者会議 審議 

      ２０２１年１１月１８日（木） ２０２２年度 第３回理事予定者会議    審議 

   ２０２１年１２月 ６日（月） ２０２１年度 第１２回理事会       追認 

２０２２年  １月  １日（土）                      入会 

 

（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

      各卒業予定者の意思を確認し、入会頂く。 

 

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

特別会員の皆様は、例年積極的に当会議所の事業に参加頂き現役会員にご指導を頂いております。 

 

 



５－２ 
 

（８）審議のポイント 

       特別会員入会承認 

 

（９）会議での意見とその対応 

   意見） 

対応） 

 

（10）他委員会への依頼事項等 

 

（11）添付資料 

 

第３回理事予定者会議 ２０２１年１１月１８日 



６－１ 

 

一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案） 

 

審議 事項 

                                                        委員会名 総務広報委員会 

                                                       委員長名 村橋 聡 

 

（１）議案名 

例会・総会の設営及び運営 事業計画（案）に関する件 

 

（２）事業名 

    １月例会開始時間の変更 

 

（３）事業実施に至る背景 

    新年例会の開催にあわせて、１月例会の開始時間を変更する必要がある。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）早期に案内文書を発送することにより、通常と異なる例会開始時間をメンバーに

周知する。 

 

（５）事業概要 

        ａ．実施日時 ２０２２年１月１７日（月）１８：００～１８：４５ 

        ｂ．場  所 尾道国際ホテル 

        ｃ．予算総額   

        ｄ．参加人員  内部６３名     外部   名     計６３名 

（内部内訳：） 

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 

        ｇ．実施組織・推進リーダー 総務広報委員会 委員長 村橋 聡 

        ｈ．実施手順・プログラム 

       ２０２１年１１月１０日（水） 第３回正副理事長予定者会議 審議 

       ２０２１年１１月１８日（木） 第３回理事予定者会議    審議 

       ２０２２年 １月１７日（月） １月例会          実施 

 

（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

新年例会実施のため、１月例会開始時間を１８：００に変更し、新年例会の案内とまとめて早

期に案内文書を発送する。 

 

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

新年例会及び１月例会セレモニーの案内を一文書にまとめて発信することにより、出席率の向

上が期待できると考える。 



６－２ 

 

 

（８）審議のポイント 

    １月例会開始時間について 

 

（９）会議での意見とその対応 

   意見） 

対応） 

 

（10）他委員会への依頼事項等 

    例会開始時間が変更となりますので、メンバーへの周知をお願いします。 

 

（11）添付資料 

    １月例会次第(案) 

第３回理事予定者会議 ２０２１年１１月１８日 
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１月例会次第（案） 

日時：２０２２年１月１７日(月) 

１８：００～１８：４５ 

場所：尾道国際ホテル瑞慶の間 

 

 

１. 開会                        １８：００ 

２. 点鐘 

３. 国歌並びにＪＣソング斉唱 

４. ＪＣＩクリード唱和 

５. ＪＣＩミッション並びにＪＣＩビジョン唱和 

６. ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和 

７. 紹介事項 

８. 配布資料の確認 

９. バッジ授与式                    １８：１０ 

１０.  理事長年頭挨拶 

１１． 卒業生入場                      １８：２０ 

１２． 各種表彰 

① ２０２１年度理事長表彰 

② ２０２１年度監事表彰 

③  ２０２１年度満期退会者表彰 

④  ２０２１年度出向者表彰 

⑤  ２０２１年度皆出席者表彰 

１３．卒業記念品贈呈式                   １８：３５ 

１４．卒業生退場 

１５．報告・依頼事項 

１６．連絡事項 

１７．事務局連絡 

１８．直前理事長総評 

１９．閉会                         １８：４５ 

２０．点鐘 



７－１ 

 

一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案） 

 

審議 事項 

                                                        委員会名：６５周年実行特別委員会 

                                                       副実行委員長名：加藤 雅崇 

 

（１）議案名  

新年例会 事業計画（案）に関する件 

 

（２）事業名  

新年例会 テーマ「Ｈｅｒｅ Ｃｏｍｅｓ Ｔｈｅ Ｓｕｎ～夜明け～」 

 

（３）事業実施に至る背景 

例年、ＯＢ会員・特別会員への周知とスケジュール調整のため早期に案内文書の発送を行ってい

ます。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）日時と場所を早期に周知することにより、ＯＢ会員・特別会員の皆様が出席しやす

い環境を整えることを目的とします。 

 

（５）事業概要 

        ａ．実施日時 ２０２２年 １月 １７日（月） １９：００～２０：００ 

        ｂ．場  所 尾道国際ホテル 

        ｃ．予算総額   

        ｄ．参加人員  内部  ６３ 名  外部  ７４ 名     計 １３７ 名 

（外部内訳：特別会員２４名・ＯＢ会員５０名） 

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 

        ｇ．実施組織・推進リーダー ６５周年実行特別委員会 委員長 加藤 雅崇 

        ｈ．実施手順・プログラム 

       ２０２１年１１月１０日（水）第３回正副理事長予定者会議 審議 

       ２０２１年１１月１８日（木）第３回理事予定者会議    審議 

       ２０２１年１２月 ６日（月）２０２１年度第１２回（新旧）理事会 追認 

       ２０２１年１２月 ７日（火）案内文送付 

       ２０２２年 １月１７日（月）実施 

 

（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

年内中に案内を発送し、日時・場所の周知を行います。 

 

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

    前年と同様に新年例会の案内を年内に発送することで、多くのＯＢ会員・特別会員の皆様に出席

していただけると期待されます。 

 

（８）審議のポイント 



７－２ 

 

日時・場所について 

 

（９）会議での意見とその対応 

   意見） 

対応） 

 

（10）他委員会への依頼事項等 

   より多くのＯＢ会員・特別会員の皆様へご出席いただくために、関係のあります現役会員の皆様は、

案内と併せてお声がけを何卒よろしくお願いいたします。 

 

（11）添付資料 

新年例会案内文 ＯＢ会員（参考資料） 

新年例会案内文 特別会員（参考資料） 

 

第３回理事予定者会議  ２０２１年 １１月 １８日 
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尾 青 会 発   号 
                            ２０２１年１２月 日 

Ｏ Ｂ 会 員 各 位 
一般社団法人 尾道青年会議所 

２０２２年度  理 事 長予定者 今 岡 正 英  
実行委員長予定者 𠮷𠮷 田 雄 太 

副実行委員長予定者 加 藤 雅 崇 
副実行委員長予定者   村 上 康 

 
 

 

  新年例会のご案内 
 

拝啓  師走の候  皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
さて、２０２２年度一般社団法人尾道青年会議所は、今岡理事長予定者の所信「守 破 離」の元、 
スタート致します。 
 この度の新年例会は「Ｈｅｒｅ Ｃｏｍｅｓ Ｔｈｅ Ｓｕｎ～夜明け～」をテーマに掲げ、新たに 
始まる２０２２年度体制をご披露いたします。 
また、ＯＢ会員の皆様、特別会員の皆様と現役会員が交流をより一層深め、尾道青年会議所が今後益々 
発展していくことを願い開催いたします。 
 つきましては、ご多忙とは存じますが万障お繰り合わせ上、何卒出席賜りますよう御願い申し上げます。 

敬具 
 
＊新型コロナウイルス感染症対策のため、「来場時の検温」「会場内でのマスクの着用」「入退場時の消毒」 
等のご協力をお願い申し上げます。 
また、せき、発熱等の症状がある方は出席をお控え下さい。 
本例会は、新型コロナウイルス感染対策から、会食、アトラクションは行いません。 
開催予定日に国からの緊急事態宣言が発令された場合等は中止といたします。 
何卒ご理解いただきますようお願い申し上げます。 

記 
 

日     時  ２０２２ 年 １月１７日（月）１９：００～２０：００ 
１８：３０受付 / １８：４５開場 

場     所  尾道国際ホテル ２Ｆ 
例     会  テーマ「Ｈｅｒｅ Ｃｏｍｅｓ Ｔｈｅ Ｓｕｎ～夜明け～」 
登  録  料  ￥０ 
返 信 締 切  ２０２１年１２月２４日（金） 必着 
返  信  先  (一社)尾道青年会議所 F A X 0848-20-1112          E-Mail   ojc@urban.ne.jp 

返 信 方 法  FAX かメールで事務局まで返信ください。 

以上 

…………………………………………き……り……と……り……せ……ん………………………………………… 
 

２０２２年度 新年例会（どちらかに○をしてください） 
 
 
 

ご出席 ・ ご欠席 
 

お名前：           

mailto:ojc@urban.ne.jp
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尾 青 会 発   号 
                            ２０２１年１２月 日 

特 別 会 員 各 位 
一般社団法人 尾道青年会議所 

２０２２年度  理 事 長予定者 今 岡 正 英  
実行委員長予定者 𠮷𠮷 田 雄 太 

副実行委員長予定者 加 藤 雅 崇 
副実行委員長予定者   村 上 康 

 
 

 

  新年例会のご案内 
 

拝啓  師走の候  皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
さて、２０２２年度一般社団法人尾道青年会議所は、今岡理事長予定者の所信「守 破 離」の元、 
スタート致します。 
 この度の新年例会は「Ｈｅｒｅ Ｃｏｍｅｓ Ｔｈｅ Ｓｕｎ～夜明け～」をテーマに掲げ、新たに 
始まる２０２２年度体制をご披露いたします。 
また、ＯＢ会員の皆様、特別会員の皆様と現役会員が交流をより一層深め、尾道青年会議所が今後益々 
発展していくことを願い開催いたします。 
 つきましては、ご多忙とは存じますが万障お繰り合わせ上、何卒出席賜りますよう御願い申し上げます。 

敬具 
 
＊新型コロナウイルス感染症対策のため、「来場時の検温」「会場内でのマスクの着用」「入退場時の消毒」 
等のご協力をお願い申し上げます。 
また、せき、発熱等の症状がある方は出席をお控え下さい。 
本例会は、新型コロナウイルス感染対策から、会食、アトラクションは行いません。 
開催予定日に国からの緊急事態宣言が発令された場合等は中止といたします。 
何卒ご理解いただきますようお願い申し上げます。 

記 
 

日     時  ２０２２ 年 １月１７日（月）１９：００～２０：００ 
１８：３０受付 / １８：４５開場 

場     所  尾道国際ホテル ２Ｆ 
例     会  テーマ「Ｈｅｒｅ Ｃｏｍｅｓ Ｔｈｅ Ｓｕｎ～夜明け～」 
登  録  料  ￥２，０００（＊年会費からいただきますので、当日のお支払いはございません。） 
返 信 締 切  ２０２１年１２月２４日（金） 必着 
返  信  先  (一社)尾道青年会議所 F A X 0848-20-1112          E-Mail   ojc@urban.ne.jp 

返 信 方 法  FAX かメールで事務局まで返信ください。 

以上 

…………………………………………き……り……と……り……せ……ん………………………………………… 
 

２０２２年度 新年例会（どちらかに○をしてください） 
 
 
 

ご出席 ・ ご欠席 
 

お名前：           

mailto:ojc@urban.ne.jp
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案） 

 

協議 事項 

                                                        委員会名 総務広報委員会 

                                                       委員長名 村橋 聡 

 

（１）議案名 

活動記録の整理・保存及び広報活動の実践 事業計画（案）予算（案）について 

 

（２）事業名 

    情報通信技術（ＩＣＴ）を活用した活動記録の整理・保存及び広報活動の実践 

 

（３）事業実施に至る背景 

これまで、Ｗｅｂサイト、Ｆａｃｅｂｏｏｋ、ＪＣライフ電子化は、活動記録の整理・保存及び

広報活動の媒体として活用され一定の成果を上げており、２０２１年度から運用をはじめたツイッ

ター及びインスタグラムとともに、引き続き幅広い広報活動が必要である。また、青年会議所の根

幹である「会議」の資料準備や記録の整理がメンバーの重い負担となっており、会議運営の効率化

は必要不可欠である。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外）事業告知や活動記録などの情報を発信し、より多くの方に尾道青年会議所の活動に

対する理解と興味を持って頂くことを目的とする。 

ｂ．（対内）会議運営の効率化はメンバーの負担を軽減することを目的とする。 

 

（５）事業概要 

        ａ．実施日時 ２０２２年１月１日（土）～１２月３１日（土） 

        ｂ．場  所 

        ｃ．予算総額  ￥２００，０００（詳細は別紙予算書） 

        ｄ．参加人員  内部６３名     外部   名     計６３名 

（内部内訳：） 

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 

        ｇ．実施組織・推進リーダー 総務広報委員会 委員長 村橋 聡 

                           委員 岡田 貴臣 

        ｈ．実施手順・プログラム 

       ２０２１年１１月１０日（水） 第３回正副理事長予定者会議 協議 

       ２０２１年１１月１８日（木） 第３回理事予定者会議    協議 

       ２０２１年１２月 ８日（水） 第４回正副理事長予定者会議 審議 

       ２０２１年１２月１７日（金） 第４回理事予定者会議    審議 

       ２０２２年 １月 １日（土）               実施 

 

（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

ホームページでは、対外・対内事業の告知・活動報告を中心に掲載する。 

Ｆａｃｅｂｏｏｋでは、ホームページ掲載内容に加え、会員の日ごろの活動風景（委員会活動、

事業準備、会員紹介）を掲載したり、各種地域の情報を共有したり、より多くの方々が尾道青年会
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議所を身近に感じていただき、興味・関心を持っていただく内容に重点を置く。 

また、ツイッターやインスタグラムも引き続き活用することにより、一人でも多くの方と繋がる

機会を得て青年会議所活動の理解と興味につなげていく。 

ＩＣＴを活用した会議運営の効率化については日本青年会議所が使用しているアジェンダシス

テムについて調査・研究を行い、どの程度、会議の効率が上がり、事前準備を含めたメンバーの負

担が軽減されるのかを検証する。 

 

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

ホームページについては、スマートフォンでの閲覧者が近年増えてきているので、仕様をスマー

トフォンで閲覧しやすくなるよう一部変更する。 

また、他のＳＮＳを含め、各記事の迅速な更新を行うことにより、定期的な閲覧者数を増やし事

業の集客向上にもつなげていく。 

会議運営の効率化については、今年度は調査・研究期間として位置づけ、勉強会などを行うこと

により、新たな手法の検証を残し、次代へとつなげていく。 

 

（８）協議のポイント 

内容・予算について 

 

（９）会議での意見とその対応 

意見） 

対応） 

 

（10）他委員会への依頼事項等 

各事業に対し、原稿作成や情報及び画像提供、写真撮影にご協力をお願い致します。 

Ｆａｃｅｂｏｏｋ、ツイッター、インスタグラムの拡散にご協力をお願い致します。 

合同委員会などを利用した会議運営効率化の勉強会開催にご協力をお願い致します。 

 

（11）添付資料 

事業収支予算書（案） 

収支予算明細書（案） 

ウェブサイト更新見積書(参考資料) 

レンタルサーバー費用請求書／納品書（参考資料） 

アジェンダシステム費用（参考資料） 

Ｆａｃｅｂｏｏｋ統計資料（参考資料） 

ホームページデータ解析（参考資料） 

    アジェンダシステムについて（参考資料） 

    アジェンダシステムメリット・デメリット（参考資料） 

 

第３回理事予定者会議 ２０２１年１１月１８日 
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事業名

収入の部

大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 190,000 200,000 -10,000
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

190,000 200,000 -10,000

支出の部

大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0 110,000 -110,000 （株）アップテラス
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 0 110,000 -110,000
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 18,700 18,700 0 （有）メディアジャンクション
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 170,400 62,700 107,700 （有）メディアジャンクション
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 189,100 81,400 107,700
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出

ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 0 0 0
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0
保 険 料 支 出 0 0
通 信 費 支 出 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0
雑 費 支 出 0 0

事 業 予 備 費 支 出 900 8,600 -7,700

190,000 200,000 -10,000

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

事業収支予算書（案）

情報通信技術（ＩＣＴ）を活用した活動記録の整理・保存及び広報活動の実践・検証

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補 助 金 等 収 入

寄 付 金 収 入

支　　出　　合　　計

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

事業費繰入収入 事業費繰入収入 200,000

200,000

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

広告費支出 運営費 サーバーレンタル費用 13,200 （有）メディアジャンクション

運営費 ドメイン管理費用 5,500 （有）メディアジャンクション

作成費 ウェブサイト更新費 62,700 （有）メディアジャンクション

81,400

企画演出費 企画費 新会議システム検証費用 110,000 （株）アップテラス

110,000

0

0

0
参加記念品代支出

保 険 料 支 出

通 信 費 支 出

販売物品仕入支出

雑 費 支 出

事業予備費支出 8,600
200,000合　　計　　

収支予算明細書（案）

情報通信技術（ＩＣＴ）を活用した活動記録の整理・保存及び広報活動の実践・検証

合　　計　　

事業費支出

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　



御 見 積 書2021年 10月 6日

No. 7563

一般社団法人尾道青年会議所 御中

ウェブサイト更新 2022年

有限会社メディアジャンクション下記の通り御見積申し上げます。

〒722-0017
納入期日： 年 月 日 広島県尾道市門田町23-30
納入場所：別途ご相談 TEL:0848-21-2201　FAX:0848-21-2202

取引方法：別途ご相談の上 info@mediajunction.jp

http://www.mediajunction.jp/有効期限： 年 月 日

\62,700御 見 積 金 額

内  容  ・  仕  様 数  量 単位 単  価 金  額

＜年度替りの更新内容＞

24,00024,000・トップメインイメージ、理事長写真他変更 1.00 式

ﾒｲﾝｲﾒｰｼﾞ、告知ﾊﾞﾅｰ、ﾘﾝｸ先変更他

6,0006,000・理事長所信ページ　写真、テキスト変更 1.00 式

3,0003,000・JCとはページ変更 1.00 式

8,0008,000・組織図更新 1.00 式

　室、委員会PDFデータ変更

＜年間のメンテナンス＞

16,00016,000ウェブサイト更新（1年間） 1.00 式

　告知ﾊﾞﾅｰ更新、ﾒｲﾝｲﾒｰｼﾞ更新他

　上記以外の更新作業は別途となります

5,700【 消費税　10%  （税抜分） 】

62,700合  計

1頁
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初期設定費用   30,000円 

月額利用料（４か月） 40,000円 

年度切替費用  30,000円 

消費税 10,000円 

計 110,000円 

８－８
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２０２１年１月１日～１０月２３日

日付 項目 リーチ エンゲージメント エンゲージメント率
2021年10月17日 ２５２５＆ダンジョンイベント案内 328 31 9%
2021年10月9日 楽しく学ぼう防災ダンジョン 253 16 6%
2021年10月7日 ２５２５プロジェクト終盤2 420 110 26%
2021年10月5日 ２５２５プロジェクト終盤 654 81 12%
2021年9月27日 ２５２５プロジェクトマニュアル 1177 113 10%
2021年9月15日 ２５２５プロジェクト 577 72 12%
2021年5月19日 ユーチューバー体験報告2 770 79 10%
2021年5月19日 JC LIFE 5月号 248 21 8%
2021年5月8日 家族会 369 70 19%
2021年4月28日 春季ゴルフ大会 406 82 20%
2021年4月19日 4月例会 395 49 12%
2021年4月16日 JC LIFE 4月号 213 16 8%
2021年4月5日 ユーチューバー体験報告 252 21 8%
2021年3月21日 3月例会 366 49 13%
2021年3月17日 JC LIFE 3月号 205 18 9%
2021年3月13日 ユーチューバー体験事業告知4 252 21 8%
2021年3月12日 ユーチューバー体験経済ﾘﾎﾟｰﾄ掲載 247 17 7%
2021年3月9日 ユーチューバー体験HP掲載 237 24 10%
2021年3月5日 ブロック会長が知事と議長へご挨拶 348 44 13%
2021年2月26日 ユーチューバー体験事業告知3 331 76 23%
2021年2月19日 ユーチューバー体験事業告知2 341 89 26%
2021年2月17日 2月定時総会・2月例会 334 39 12%
2021年2月17日 JC LIFE 2月号 229 19 8%
2021年2月12日 ユーチューバー体験事業告知 676 195 29%
2021年2月2日 一宮神社　節分 367 52 14%
2021年1月27日 安楽城理事長TV取材を受ける 353 18 5%
2021年1月16日 1月例会・新年例会 581 91 16%
2021年1月16日 JC LIFE 新春号 240 23 10%
2021年1月7日 新年挨拶　事務局 259 25 10%
2021年1月7日 新年挨拶　ＪＣ運動推進室 290 26 9%
2021年1月7日 新年挨拶　指導力開発室 296 35 12%
2021年1月7日 新年挨拶　社会開発室 237 18 8%
2021年1月7日 新年挨拶　理事長 567 64 11%
2021年1月6日 艮神社初詣 390 74 19%

※リーチ：ページを閲覧したユーザー数
※エンゲージメント：いいね！の数、コメントの数やシェアした人の数、リンクのクリック数、画像や動画の表示
※エンゲージメント率：エンゲージメント÷リーチ

Facebook統計資料



同期間での去年のセッション数：13,112

約6,400件DOWN 
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上程票・アジェンダシステム

説明資料

LOM版
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⑥ 会議公開メール受信
⑧ ダウンロード

― 議事次第PDF
― 議案データ

上 程 者
（各委員会等）

② 上程票エントリー
④ アップロード

― 議案データ

⑦ 情報閲覧

① 会議作成
③ 議事次第作成
⑤ 会議公開メール配信

閲 覧 者
（理事会メンバー等）

管 理 者
（総務委員会等）

（各委員会等）
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よりスピーディに
議事次第作成、配布、会議参加者への連絡等をすべて
システムがサポートします。

より正確に
議案データのひもつけ、差し替え等をシステムが自動
判別し、最新のデータを共有することができます。

※ 画面イメージおよび主な機能は2018年1月19日現在のものであり、実際の提供時点で変更になっている場合があります。

会議所内、メンバー間の情報共有を

閲覧者 機能
（理事会メンバー等）

上程者 機能
（各委員会等）

管理者 機能
（総務委員会等）

会議 公開会議一覧閲覧 公開会議一覧閲覧 作成・編集・公開ステータス管理

議事次第 閲覧
PDFダウンロード

閲覧
PDFダウンロード

作成・閲覧
PDFダウンロード

上程票 閲覧 エントリー・編集・閲覧 編集・閲覧

その他機能 全議案データ一括ダウンロード 議案データアップロード
議案データ内容確認

全議案データZIP圧縮ファイル生成
会議公開メール一括配信

ユーザー管理
共通資料管理

会議運営の効率アップ

POINT 
01

議事次第作成と並行して議案データアップロード
議案データの自動リンクでリンク

タイムラグなし！！リンク誤りなし！！

POINT 
02

上程票の情報を元にした議事次第の半自動作成
議事次第のコピー＆編集機能

議事次第作成作業時間の大幅短縮！！
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メリット デメリット 

現行のやりかた 〇コストが安い 

〇見慣れている 

〇参考資料などを見る際にスクロールを多用する 

〇差し替えが発生した際、全てを再配信することになる 

アジェンダシステム 〇事務局の作業軽減（議案データは上程者がウェブ上でアップロード 

するだけ・上程されると自動で理事にメール通知） 

〇本会、地区、ブロックへ出向しても同システムなため覚え直し不要 

〇差し替えが瞬時にできる 

〇議案ごとにアップロードするので完成した議案書から順次閲覧が可 

能になる 

〇参考資料などへはリンクで飛ぶので資料確認が容易 

〇個別に IDとパスワードが割り当てられ過去の資料の閲覧に制限が 

かけられるので、資料の外部流出を防ぐことができる 

〇固定費が発生する（月 11,000円、年度更新 33,000円） 

〇使い方の研修が必要 

よくある質問 

〇インターネット接続できない環境で会議を行ないたいのですが可能ですか？ 

➡予め議事次第のデータ一括ダウンロードしていただくことで、インターネット接続環境がなくても会議が可能となります。

〇どれくらいの容量を使うか検討がつかないのですが？ 

➡年間システム利用量は約 25GBぐらいです。（最もよく利用している東京 JCで年間 60GB）

〇200GBの容量で契約していた場合、200GB に達したらどうなりますか？ 

➡容量オーバーとなると、その日から一定期間は継続して利用可能です。一定期間経過後はデータアップロードに制限がかかります

ので、お早めに容量追加のお手続きを行うか、過去の会議を一括ダウンロードし、事務局が会議データを保管するかになります。日本青年会議所

も本会用アジェンダシステム過去 1年分の会議データを一括ダウンロードしてHDD保存しております。多くの LOM様は年間 25GB利用ですの

で、６～８年前の会議はシステム上で過去の開催会議を閲覧していただき、８年以上前の会議は事務局に保管されたバックアップから閲覧とされ

てはいかがでしょうか。

参考：2021年度広島ブロック協議会アジェンダURL https://ag.jaycee.or.jp/2021/chugoku/hiroshima/user/login 

ログイン ID： observe パスワード： NhfkJZ4v 

８－１４

https://ag.jaycee.or.jp/2021/chugoku/hiroshima/user/login
daiab
挿入テキスト
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案） 

 

協議 事項 

                                                        委員会名 総務広報委員会 

                                                       委員長名 村橋 聡 

 

（１）議案名 

活動記録の整理・保存及び広報活動の実践 事業計画（案）について 

 

（２）事業名 

ＪＣライフの発行 

 

（３）事業実施に至る背景 

例年、尾道青年会議所では活動報告や事業告知のツールの一つとしてＪＣライフを発行し、

現役会員のみならず、ＯＢ諸先輩方や他ＬＯＭ、外部団体に情報を発信してきた。２０２２年

度も活動報告並びに告知のツールとして、今後もＪＣライフの発行が必要と考える。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

ａ．（対外）ＯＢ諸先輩方や外部の諸団体に尾道青年会議所の活動を発信することで、各種事

業への理解と協力を得ることを目的とする。 

ｂ．（対内）尾道青年会議所の活動記録の保存を目的とする。また、会員全体で活動内容の共

有を図り、会員の事業への参加意識の向上を図ることを目的とする。 

 

（５）事業概要 

        ａ．実施日時 ２０２２年１月１日（土）～１２月３１日（土） 

        ｂ．場  所 

        ｃ．予算総額  （￥４６６，２９０ 管理費にて計上） 

        ｄ．参加人員  内部６３名  外部３５３名  外部団体２１箇所  計４１６名＋２１箇所 

（外部内訳：ＯＢ会員 ３２９名 特別会員 ２４名） 

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 

        ｇ．実施組織・推進リーダー 総務広報委員会 委員長 村橋 聡 

                           委員 吉田 嵩正 

        ｈ．実施手順・プログラム 

       ２０２１年１１月１０日（水） 第３回正副理事長予定者会議 協議 

       ２０２１年１１月１８日（木） 第３回理事予定者会議    協議 

       ２０２１年１２月 ８日（水） 第４回正副理事長予定者会議 審議 

       ２０２１年１２月１７日（金） 第４回理事予定者会議    審議 

 

（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

尾道青年会議所の活動報告、対外的な事業の告知等を掲載した広報誌を月一回発行する。 

 

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

ＪＣライフは、事業告知・報告のみならず、各委員会の事業の進捗状況についても記事にす

る。 
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卒業生スピーチを記載する９～１１月号においては、２０２２年度も記事の長さに合わせてＡ

４用紙１枚分の増ページを行う。 

また、２０２２年度は現役会員につきましては電子メール配信、ＯＢ会員及び特別会員につき

ましては紙媒体で配布することとします。 

ＪＣライフの閲覧方法は、ホームページ・Ｆａｃｅｂｏｏｋに従来通り掲載する。また、Ｆａ

ｃｅｂｏｏｋへ掲載する際、諸団体による「いいね」、「シェア」依頼、ホームページへのリン

ク貼り付けを行うことで、閲覧数を上げていく。 

 

 

（８）協議のポイント 

内容について 

 

（９）会議での意見とその対応 

   意見） 

対応） 

 

（10）他委員会への依頼事項等 

担当事業の報告記事及び告知記事に関しては、担当委員長の皆様に原稿作成を依頼することがご

ざいますので、ご協力をお願いいたします。 

 

（11）添付資料 

   ２０２２年度ＪＣライフ記事内容（参考資料） 

   ２０２２年度ＪＣライフ紙面構成（参考資料） 

２０２２年度ＪＣライフ 配布先一覧（参考資料） 

見積書（参考資料） 

 

第３回理事予定者会議 ２０２１年１１月１８日 
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ＪＣライフ   記事内容（参考資料） 

 
1 面 事業報告及び告知（対外・例会中心） 
  記事候補 
  ・理事長所信・初詣（1 月） 
        ・シニアクラブ会長・理事長年頭挨拶（1 月） 

・定時総会（2・8 月） 
・例会（報告） 

  ・対外事業（告知・報告） 
 
２面 事業報告及び告知（対内中心） 

記事候補 
・新年宴会 
・京都会議 
・仮入会研修 
・家族会 
・夏期講習 
・各委員会事業報告 
・しまなみ３JC 報告 
・ブロック・地区・日本ＪＣ事業 
 

３面  会員についての記事中心（対内中心） 
        記事候補（例） 

・卒業例会 
  ・卒業生スピーチ（９月～１１月）  

・新入会員紹介 
・慶事 
・部活動・同好会 
・その他（出向者報告など） 

４面 その他 
記事候補（例） 

    ・委員長・副実行委員長・事務局長挨拶（1 月） 
    ・副理事長・実行委員長・専務理事挨拶（2 月） 
    ・副委員長挨拶 
    ・監事挨拶 

・委員会だより 
・拡大情報・編集後記 

 
折込ページ（Ａ4）９月号～１１月号 
        ・卒業生スピーチを優先して掲載するため、他の内容を本ページへ掲載 
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  JCライフ 紙面構成【１月号】

１面 ４面

３面 ２面

タイトル

安保シニアクラブ会長

年頭挨拶

理事長所信

年頭挨拶
副委員長挨拶 65周年特別

編集後記

委員長挨拶 総務広報

委員長挨拶

共創まちづくり

委員長挨拶

まちの未来創造

委員長挨拶

青少年育成

委員長挨拶

会員拡大挨拶 事務局長
初詣

卒業例会

今岡理事長新年のご挨拶

2022年度

委員長あいさつ

クリスマス会

集合写真
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JCライフ 紙面構成【2月号】

１面 ４面

３面 ２面

タイトル

京都会議

1月例会
１

副理事長、専務挨拶

新入会員紹介

成人式茶会

編集後記

新年宴会

テーマ～

ブロック新春会議

豆まき

２

３
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  JCライフ 紙面構成【３月号】

１面 ４面

３面 ２面

タイトル

4

委員会紹介

２月例会

定時総会

委員会紹介

委員会紹介

委員会紹介

委員会紹介

委員会紹介

5

6

新入会員紹介

編集後記
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 JCライフ 紙面構成【PDF版５面】

５面

その他（不足記事の掲載）
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（行政関係） 部数 （報道機関） 部数 （その他） 部数

尾道市役所 2 びんご経済レポート 1

尾道商工会議所 1 尾道エフエム放送 1

尾道ケーブルテレビ 1

ビジネス情報 1

経済リポート 1

せとうちタイムズ 1

広島エフエム放送 1

読売新聞 1

朝日新聞 1

毎日新聞 1

中国新聞 1

産経新聞 1

日本経済新聞 1

ＮＨＫ広島 1

中国放送（RCC) 1

広島テレビ 1

テレビ新広島 1

広島ホームテレビ 1

合計 3 合計 18 合計

総配布数 21

※配布したい団体等が出てきた場合はその都度対応する

２０２２年度ＪＣライフ配布先一覧(参考資料）



発行日：

御中

下記の通りお見積り申し上げます。

〒722-0051　広島県尾道市東尾道11-13

TEL (0848)20-2131　FAX (0848)20-2135

御見積金額

担当：

単位：円

備考

消費税(10%) 42,390

小計金額 423,900

一般社団法人 尾道青年会議所

466,290合計金額

14

13 　加　工　：　巻三つ折り加工

12 　印　刷　：　両面フルカラー印刷

11 　用　紙　：　マットコート紙 70k

10 サイズ  ：　A4サイズ

9 【印刷仕様詳細】

8 2022年度 JCライフ（限定増刷分）400部 3 9,300 27,900

7

6 　加　工　：　DM折り加工

5 　印　刷　：　両面フルカラー印刷

4 　用　紙　：　マットコート紙 70k

3 サイズ  ：　A3サイズ

1

2

No 商品名 単価

【印刷仕様詳細】

396,0002022年度 JCライフ 400部

数量 金額

12 33,000

¥466,290 -

2021/9/21

納入場所 お客様指定場所

納入期日 ご相談

支払条件

見積有効 2022/1/31

山 北

担　当査　閲承　認

御 見 積 書

９－９

daiab
挿入テキスト
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案） 

 

協議 事項 

                                                        委員会名 総務広報委員会 

                                                       委員長名 村橋 聡 

 

（１）議案名 

全般的な庶務の遂行 事業計画（案）について 

 

（２）事業名 

会員手帳の作成 

 

（３）事業実施に至る背景 

尾道青年会議所を円滑に運営していく上で、会員および諸先輩方との情報共有は必要不可欠であ

る。様々な連絡調整を円滑に行っていくため、手帳は重要なツールと考えられる。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外）２０２２年度の尾道青年会議所の活動指針を広く認知し情報を共有し、青年会議

所活動に対する認識を高めることを目的とする。 

ｂ．（対内）尾道青年会議所の活動指針・定款・規程等を会員全員が認知共有し、意識を高め

ることで各事業の遂行に貢献することを目的とする。 

 

（５）事業概要 

        ａ．実施日時 ２０２２年１月１日（土）～１２月３１日（土） 

        ｂ．場  所 

        ｃ．予算総額  （￥２８４，３５０ 管理費にて計上） 

        ｄ．参加人員  内部６３名  外部３５３名  外部団体２１箇所  計４１６名＋２１箇所 

（外部内訳：ＯＢ会員３２９名 特別会員２４名） 

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 

        ｇ．実施組織・推進リーダー 総務広報委員会 委員長  村橋 聡 

                           委員  藤田 祐輔 

        ｈ．実施手順・プログラム 

       ２０２１年１１月１０日（水） 第３回正副理事長予定者会議 協議 

       ２０２１年１１月１８日（木） 第３回理事予定者会議    協議 

       ２０２１年１２月 ８日（水） 第４回正副理事長予定者会議 審議 

       ２０２１年１２月１７日（金） 第４回理事予定者会議    審議 

       ２０２２年 １月１７日（月） １月例会          配布 

 

（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

情報の確認、更新を綿密に間違えのないよう行い、手帳を作成する。２０２１年度同様ＯＢ・

特別会員の皆様にはメールおよびＦＡＸを活用し変更点の有無を確認していく。 

 

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

前年度からの引継をもとに、情報更新の精査を行う。記載誤りの無いよう、現役会員には一人
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ひとり記載内容を確認の上、委員会内で２重チェックをおこなう。手帳作成後、万が一記載誤り

があった場合は正誤表並びに修正シールの作成・配布を検討する。 

 

（８）協議のポイント 

内容について 

 

（９）会議での意見とその対応 

   意見） 

対応） 

 

（10）他委員会への依頼事項等 

手帳の記載する内容の変更の有無等を確認させて頂きますので、ご協力をお願い致します。 

また個人情報等プライバシーに関わる事項もございますので配布の際、またその後の取り扱い

には十分配慮を頂きますよう重ねてお願い致します。 

 

（11）添付資料 

会員手帳目次（案） 

会員手帳配布先一覧（参考資料） 

見積書（参考資料） 

 

第３回理事予定者会議 ２０２１年１１月１８日 
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一般社団法人尾道青年会議所会員手帳  目次（案） 

１．理事長テーマ 

２．理事長所信 

３．副理事長所信 

４．ＪＣ宣言・綱領  ＪＣＩクリード   ＪＣＩミッション   ＪＣＩビジョン 

５．ＪＣソング  若い我等  明日のために 

６．歴代理事長一覧 

７．尾道青年会議所理事会構成図 

８．広島ブロック協議会組織図 

９．中国地区協議会組織図 

１０． 公益社団法人日本青年会議所組織図 

１１． 尾道青年会議所出向者一覧 

１２． びんご連邦会議組織図・しまなみ３ＪＣ組織図 

１３． 尾道青年会議所活動指針 

１４． 委員会指針 

１５． 一般社団法人尾道青年会議所  履歴 

１６． 一般社団法人尾道青年会議所  委員会構成図 

１７． 公益社団法人日本青年会議所中国地区広島ブロック協議会公式スケジュール 

１８． 一般社団法人尾道青年会議所  年間スケジュール 

１９． 正会員名簿 

２０． 特別会員名簿 

２１． ＯＢ会員名簿 

２２． 物故者一覧 

２３． ＯＢ会員・特別会員出生年別名簿 

２４． 正会員出生年別名簿 

２５． 正会員入会年別名簿 

２６． 一般社団法人尾道青年会議所委員会テーマ及び事業計画 

２７． 定款・運営規程・庶務規則・経理規則・各種様式 

２８． 災害時における相互支援運営規程 

２９． 同好会一覧 

３０． 広島ブロック協議会・びんご連邦会議例会日事務局一覧表 

３１． メモ 

３２． ２０２０年代活動指針 
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会員手帳配布先一覧（資料） 
 

正会員                ６３部 
特別会員               ２４部 
ＯＢ会員              ３２９部 
計                 ４１６部 

 
[その他] 

 
日本青年会議所               １部 
中国地区協議会               １部 
広島ブロック協議会事務局         １部 
広島ブロック内青年会議所        １１部 
びんご連邦会議（井原ＪＣ 笠岡ＪＣ）   ２部 
今治青年会議所              １部 
松江青年会議所              １部 
尾道市役所                １部 
尾道商工会議所              １部 

      尾道青年会議所 事務局          １部 
      予備（新入会員配布分含む）       ３３部 

計                   ５４部 
 

作成数： ４７０部 



発行日：

御中

下記の通りお見積り申し上げます。

〒722-0051　広島県尾道市東尾道11-13

TEL (0848)20-2131　FAX (0848)20-2135

御見積金額

担当：

単位：円

備考

消費税(10%) 25,850

小計金額 258,500

一般社団法人 尾道青年会議所

284,350合計金額

14

13

12

11 ：　可変データ印刷

10 　加　工　  ：　角丸・6穴加工

9 　製　本　  ：　無線綴じ製本

8 　ページ数  ：　140ページ

7 (本文)：　1×1

6 　印刷(表紙)：　4×1

5 (本文)：　コート紙 68k

4 　用紙(表紙)：　アートポスト 220k

3 サイズ  ：　95×165mm

1

2

No 商品名 単価

【印刷仕様詳細】

258,5002022年度 尾道青年会議所 手帳

数量 金額

470 550

¥284,350 -

2021/9/21

納入場所 お客様指定場所

納入期日 ご相談

支払条件

見積有効 2022/1/31

山 北

担　当査　閲承　認

御 見 積 書

１０－５



１１－１ 
 

一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案） 

 

協議 事項 

                                                        委員会名 総務広報委員会 

                                                       委員長名 村橋 聡 

 

（１）議案名 

    全般的な庶務の遂行 事業計画（案）予算（案）について 

 

（２）事業名 

    各種表彰 

 

（３）事業実施に至る背景 

    理事長、監事、例会皆出席者並びに出向者、また満期退会者に対して、功績を称えるため、各

種表彰を行います。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）運営規程、庶務規則第１条、第２項及び第３項に基づき、各対象者に対して功績

を称え表彰することで、現役会員は尾道青年記会議所の活動に対する意識の向

上、満期退会者は長年の功績を称える事を目的とする。 

 

（５）事業概要 

        ａ．実施日時 ２０２２年１月１７日（月） 

        ｂ．場  所 尾道国際ホテル 

        ｃ．予算総額  ￥８２，０００（詳細は別紙予算書） 

        ｄ．参加人員  内部６３名     外部８名     計７１名 

（外部内訳：２０２１年度満期退会者 ８名） 

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 

        ｇ．実施組織・推進リーダー 総務広報委員会 委員長 村橋 聡 

        ｈ．実施手順・プログラム 

       ２０２１年１１月１０日（水） 第３回正副理事長予定者会議 協議 

       ２０２１年１１月１８日（木） 第３回理事予定者会議    協議 

       ２０２１年１２月 ８日（水） 第４回正副理事長予定者会議 審議 

       ２０２１年１２月１７日（金） 第４回理事予定者会議    審議 

       ２０２２年 １月１７日（月） １月例会          実施 

 

（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

運営規定に基づき満期退会者に記念品及び表彰状を、例会皆出席者に記念品を贈呈する。ま

た、理事長任期満了者・監事任期満了者及び出向者に対し感謝状を贈呈する。 

満期退会者への記念品は、靴ベラキーホルダーとする。 

例会皆出席者への記念品は、図書カードとする。 

出向者表彰は、次第の添付資料に記載の上、代表者への感謝状贈呈をもって代える。 

また、賞状保管用に賞状筒を用意する。 
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（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

記念品の検討については日常的に使用して現役時代を思い起こして頂きたいという思いから、

まず始めに各卒業予定者へ意向の確認を行った。その後意見をすり合わせると、日常生活で使う

ものがいいという意見が多数あった。それらをふまえて検討した結果、靴ベラキーホルダーを選

定しました。 

靴ベラキーホルダーは卒業予定者から希望があったというのもありますが、参考資料の商品は

１つずつ職人の手染めで作られ、刻印も可能となっており、高級感があり特別なものと感じてい

ただける、とても良い記念品であると思います。 

また、例会皆出席者の記念品は例年図書カードを採用しており、少ない金額でも自分の希望す

る図書の原資の一部にできるという自由度が確保できる事から、本年も図書カードを採用しま

す。 

    そして今年度は９年ぶりにブロック会長輩出ＬＯＭとなり、例年以上に多くのメンバーが広島

ブロック協議会で活躍されました。例年、出向者表彰は代表者１名となっておりますが、この度

は、加度ブロック会長、小林運営専務、岡田総務広報委員長の３名を代表として表彰を行いたい

と思います。 

 

（８）協議のポイント 

内容・予算について 

 

（９）会議での意見とその対応 

   意見） 

対応） 

 

（10）他委員会への依頼事項等 

 例会皆出席者の記念品は委員会単位で委員長または幹事へお渡しします。例会終了後に対象

者への手渡しをお願い致します。 

 

（11）添付資料 

事業収支予算書（案） 

収支予算明細書（案） 

２０２１年度各種表彰対象者一覧（参考資料） 

２０２１年度例会皆出席者一覧（参考資料）※１０月２５日現在 

見積書（賞状筒）（参考資料） 

記念品イメージ（参考資料） 

感謝状 理事長（参考資料） 

感謝状 監事（参考資料） 

感謝状 出向者（参考資料） 

表彰状 満期退会者（参考資料） 

 

第３回理事予定者会議 ２０２１年１１月１８日 
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事業名

収入の部

大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 82,000 82,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

82,000 82,000 0

支出の部

大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 59,912 52,588 7,324 賞状筒（（株）紙誠）、図書カード（啓文社）、賞状（事務局）、記念品（amazon）

演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 59,912 52,588 7,324
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出

ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 0 0 0
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0
保 険 料 支 出 0 0
通 信 費 支 出 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0
雑 費 支 出 0 0

事 業 予 備 費 支 出 22,088 29,412 -7,324

82,000 82,000 0支　　出　　合　　計

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

事業収支予算書（案）

各種表彰

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補 助 金 等 収 入

寄 付 金 収 入
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

事業繰入収入 事業繰入収入 82,000

82,000

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

企画演出費支出 企画費支出 賞状筒＠160×13本+消費税10％ 2,288 紙誠㈱

満期退会者8名×＠4500 36,000 amazon

例会皆出席26名×＠500 13,000 ㈱啓文社

賞状　Ｂ４　13名×＠100 1,300 事務局

52,588

0

0

0

0
参加記念品代支出

保 険 料 支 出

通 信 費 支 出

販売物品仕入支出

雑 費 支 出

事業予備費支出 29,412
82,000合　　計　　

収支予算明細書（案）

各種表彰

合　　計　　

事業費支出

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　
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２０２１年度 各種表彰対象者一覧（案） 
（順不同、敬称略） 
＜２０２１年度 理事長＞ 
安楽城 大作 
＜２０２１年度 監事＞ 
高橋 建太 
＜２０２１年度 満期退会者＞（８名） 
池田 知和  大前 慶倫  小川 直紀  加度 亮平 
髙山 敦好  政成 啓行  溝口 佳矢  美ノ上 仁孝 
＜２０２１年度 出向者任期満了者＞（２５名） 
（公社）日本青年会議所 中国地区協議会 
                         副 会 長  加度 亮平 
（公社）日本青年会議所 中国地区 広島ブロック協議会 

               会   長  加度 亮平 
               運 営 専 務  小林 暢玄 
               事 務 局 長  大西 貴明 
               財 政 局 長  政成 啓行 
               幹 事 長  平岡 良之 
               会 長 幹 事  中司 昌克 
               会 長 幹 事  沼尾  一 
               会 長 幹 事  亀田 康寿 

総務広報委員会      委 員 長  岡田 貴臣 
               委員長幹事  池田 知和 
               委   員  大池 慎三 
               委   員  大前 慶倫 
               委   員  山本 恭平 
               委   員  村橋  聡 

      委   員  小西 琢真 
               委   員  森田洋一郎 
  夢委員会         委   員  内海 洋平 
               委   員  石岡 由光 
               委   員  高垣 裕吉 

希望委員会        委   員  島田 昌広 
               委   員  岡本 大輔 
               委   員  松本 裕太 

憧れ委員会        委   員  吉田 嵩正 
               委   員  半田 祐喜 
               委   員  高垣  悟 
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１月 ２月 ３月 ４月 ８月 ９月 10月

1 安保大輔 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
2 安楽城大作 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
3 今岡正英 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
4 歌　一行 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5 内海洋平 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
6 馬原美晴 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
7 大池慎三 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
8 大西貴明 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
9 大前慶倫 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

10 大本　誠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
11 岡本大輔 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
12 加度亮平 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
13 加藤雅崇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
14 加藤雄大 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
15 小西琢真 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
16 小林暢玄 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
17 島田元太 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
18 島田昌弘 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
19 高升　純 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
20 髙山敦好 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
21 中島裕一朗 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
22 半田祐喜 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
23 森川　陵 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
24 山本恭平 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
25 吉田嵩正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
26 𠮷𠮷田雄太 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

１０／２５現在 ２６名

２０２１年度例会皆出席者一覧（参考資料）

◎　メーキャップ



発行日：

御中

下記の通りお見積り申し上げます。

〒722-0051　広島県尾道市東尾道11-13

TEL (0848)20-2131　FAX (0848)20-2135

御見積金額

担当：

単位：円

備考

¥2,288 -

2021/10/26

納入場所 お客様指定場所

納入期日 ご相談

支払条件

見積有効 2022/1/31

山 北

担　当査　閲承　認

御 見 積 書

1

2

No 商品名 単価

2,080賞状用 丸筒 ワニ模様 B4

数量 金額

13 160

4

3

6

5

8

7

10

9

11

消費税(10%) 208

小計金額 2,080

一般社団法人 尾道青年会議所

2,288合計金額

14

13

12

１１－７
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記念品（参考資料） 
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団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
中

国
地
区
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
総
務
広
報
委
員

長

と
し
て 
社
会
規
範
と
深
い
見
識

を
持
っ
て
諸
活
動
の
遂
行
に
寄
与

さ
れ
そ
の
功
績
は
会
員
の
模
範
に

な
り
ま
し
た 

よ
っ
て 

こ
こ
に
深
く
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す 

二
〇
二
二
年
一
月
十
七
日 

 

一
般
社
団
法
人 

尾
道
青
年
会
議
所 

 

理
事
長 

今
岡 

正
英 
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表 

彰 

状 
 

 
 
 
 
 

池
田 

知
和
殿 

 

貴
殿
は
入
会
以
来
明
る
い
豊
か
な 

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
勇
気
と
情
熱
を 

持
っ
て
活
動
さ
れ
、
地
域
の
発
展
に 

大
き
く
貢
献
し
常
に
後
進
に
模
範
を

示
さ
れ
ま
し
た
。 

二
〇
二
一
年
度
満
期
退
会
に
際
し 

尊
敬
の
念
と
更
な
る
社
会
貢
献
に

期
待
し
こ
れ
を
賞
し
ま
す
。 

 

二
〇
二
二
年
一
月
十
七
日 
 

一
般
社
団
法
人 

尾
道
青
年
会
議
所 

 

理
事
長 

今
岡 

正
英 
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表 

彰 

状 
 

 
 
 
 
 

大
前 

慶
倫
殿 

 

貴
殿
は
入
会
以
来
明
る
い
豊
か
な 

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
勇
気
と
情
熱
を 

持
っ
て
活
動
さ
れ
、
地
域
の
発
展
に 

大
き
く
貢
献
し
常
に
後
進
に
模
範
を

示
さ
れ
ま
し
た
。 

二
〇
二
一
年
度
満
期
退
会
に
際
し 

尊
敬
の
念
と
更
な
る
社
会
貢
献
に

期
待
し
こ
れ
を
賞
し
ま
す
。 

 

二
〇
二
二
年
一
月
十
七
日 
 

一
般
社
団
法
人 

尾
道
青
年
会
議
所 

 

理
事
長 

今
岡 

正
英 
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表 

彰 

状 
 

 
 
 
 
 

小
川 

直
紀
殿 

 

貴
殿
は
入
会
以
来
明
る
い
豊
か
な 

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
勇
気
と
情
熱
を 

持
っ
て
活
動
さ
れ
、
地
域
の
発
展
に 

大
き
く
貢
献
し
常
に
後
進
に
模
範
を

示
さ
れ
ま
し
た
。 

二
〇
二
一
年
度
満
期
退
会
に
際
し 

尊
敬
の
念
と
更
な
る
社
会
貢
献
に

期
待
し
こ
れ
を
賞
し
ま
す
。 

 

二
〇
二
二
年
一
月
十
七
日 
 

一
般
社
団
法
人 

尾
道
青
年
会
議
所 

 

理
事
長 

今
岡 

正
英 
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表 

彰 

状 
 

 
 
 
 
 

加
度 

亮
平
殿 

 

貴
殿
は
入
会
以
来
明
る
い
豊
か
な 

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
勇
気
と
情
熱
を 

持
っ
て
活
動
さ
れ
、
地
域
の
発
展
に 

大
き
く
貢
献
し
常
に
後
進
に
模
範
を

示
さ
れ
ま
し
た
。 

二
〇
二
一
年
度
満
期
退
会
に
際
し 

尊
敬
の
念
と
更
な
る
社
会
貢
献
に

期
待
し
こ
れ
を
賞
し
ま
す
。 

 

二
〇
二
二
年
一
月
十
七
日 
 

一
般
社
団
法
人 

尾
道
青
年
会
議
所 

 

理
事
長 

今
岡 

正
英 
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表 

彰 

状 
 

 
 
 
 
 

髙
山 

敦
好
殿 

 

貴
殿
は
入
会
以
来
明
る
い
豊
か
な 

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
勇
気
と
情
熱
を 

持
っ
て
活
動
さ
れ
、
地
域
の
発
展
に 

大
き
く
貢
献
し
常
に
後
進
に
模
範
を

示
さ
れ
ま
し
た
。 

二
〇
二
一
年
度
満
期
退
会
に
際
し 

尊
敬
の
念
と
更
な
る
社
会
貢
献
に

期
待
し
こ
れ
を
賞
し
ま
す
。 

 

二
〇
二
二
年
一
月
十
七
日 
 

一
般
社
団
法
人 

尾
道
青
年
会
議
所 

 

理
事
長 

今
岡 

正
英 
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表 

彰 

状 
 

 
 
 
 
 

政
成 

啓
行
殿 

 

貴
殿
は
入
会
以
来
明
る
い
豊
か
な 

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
勇
気
と
情
熱
を 

持
っ
て
活
動
さ
れ
、
地
域
の
発
展
に 

大
き
く
貢
献
し
常
に
後
進
に
模
範
を

示
さ
れ
ま
し
た
。 

二
〇
二
一
年
度
満
期
退
会
に
際
し 

尊
敬
の
念
と
更
な
る
社
会
貢
献
に

期
待
し
こ
れ
を
賞
し
ま
す
。 

 

二
〇
二
二
年
一
月
十
七
日 
 

一
般
社
団
法
人 

尾
道
青
年
会
議
所 

 

理
事
長 

今
岡 

正
英 
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表 

彰 
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溝
口 

佳
矢
殿 

 

貴
殿
は
入
会
以
来
明
る
い
豊
か
な 

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
勇
気
と
情
熱
を 

持
っ
て
活
動
さ
れ
、
地
域
の
発
展
に 

大
き
く
貢
献
し
常
に
後
進
に
模
範
を

示
さ
れ
ま
し
た
。 

二
〇
二
一
年
度
満
期
退
会
に
際
し 

尊
敬
の
念
と
更
な
る
社
会
貢
献
に

期
待
し
こ
れ
を
賞
し
ま
す
。 

 

二
〇
二
二
年
一
月
十
七
日 
 

一
般
社
団
法
人 

尾
道
青
年
会
議
所 

 

理
事
長 

今
岡 

正
英 
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表 

彰 

状 
 

 
 
 
 
 

美
ノ
上 

仁
孝
殿 

 

貴
殿
は
入
会
以
来
明
る
い
豊
か
な 

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
勇
気
と
情
熱
を 

持
っ
て
活
動
さ
れ
、
地
域
の
発
展
に 

大
き
く
貢
献
し
常
に
後
進
に
模
範
を

示
さ
れ
ま
し
た
。 

二
〇
二
一
年
度
満
期
退
会
に
際
し 

尊
敬
の
念
と
更
な
る
社
会
貢
献
に

期
待
し
こ
れ
を
賞
し
ま
す
。 

 

二
〇
二
二
年
一
月
十
七
日 
 

一
般
社
団
法
人 

尾
道
青
年
会
議
所 

 

理
事
長 

今
岡 

正
英 
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案） 

 

協議 事項 

                                                        委員会名：６５周年実行特別委員会 

                                                       副実行委員長名：加藤 雅崇 

（１）議案名  

新年例会 事業計画（案）予算（案）について 

 

（２）事業名  

新年例会 テーマ「Ｈｅｒｅ Ｃｏｍｅｓ Ｔｈｅ Ｓｕｎ～夜明け～」 

 

（３）事業実施に至る背景 

創立６５周年を迎えるに当たり、今岡新理事長をはじめとする２０２２年度体制を、ＯＢ会員、

特別会員の皆さまに披露すると共に、新たな年の始まりをＯＢ会員と現役会員で共有し、共にお祝

いすることで絆を深める場所を設える必要があると考えます。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）ＯＢ会員、特別会員の皆様に、今岡理事長をはじめとする現役会員、新入会員を紹

介すると共に、６５周年を迎える尾道青年会議所が所信「守破離」の元、コロナ禍

で疲弊したまちに必要な活動を行う覚悟をお見せします。 

そのことで会としての士気を高め、一体感を持ち、１年間活動していくことを目的

とします。 

 

（５）事業概要 

        ａ．実施日時 ２０２２年 １月 １７日（月） １９：００～２０：００ 

        ｂ．場  所 尾道国際ホテル 

        ｃ．予算総額  ￥（詳細は別紙予算書） 

        ｄ．参加人員  内部  ６３ 名   外部  ７４ 名     計 １３７ 名 

（外部内訳：特別会員２４名・ＯＢ会員５０名） 

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 

        ｇ．実施組織・推進リーダー ６５周年実行特別委員会 委員 水野 春樹 

                              委員 森田 洋一郎 

        ｈ．実施手順・プログラム 

       ２０２１年１１月１０日（水）第３回正副理事長予定者会議 協議 

       ２０２１年１１月１８日（木）第３回理事予定者会議    協議 

       ２０２１年１２月 ８日（水）第４回正副理事長予定者会議 審議 

       ２０２１年１２月１７日（金）第４回理事予定者会議    審議 

       ２０２１年１２月１８日（土）案内文送付 

       ２０２２年 １月１７日（月）実施 

 

（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

    約２年間もの間、コロナ禍で疲弊したまちと、活動を制限されてきた尾道青年会議所にとって、

２０２２年が明るい年になることを願い、その始まりを感じていただきたいという思いから、 



１２－２ 

 

テーマ「Ｈｅｒｅ Ｃｏｍｅｓ Ｔｈｅ Ｓｕｎ～夜明け～」といたしました。 

    創立６５周年に当たる今年は、今岡新理事長の所信「守破離」を体現し、６５年という歴史を重

んじると同時に、２０２２年度も全力で活動していく会としての覚悟を、例会を通じて表現します。 

「オープニングムービー」では、６５年の歴史を感じられるような物を作成し、諸先輩方が活動

してきていただいたことに感謝を表現すると共に、理事長挨拶がより良い雰囲気で行えるような物

を作成します。 

「理事長挨拶」では、今岡新理事長の口から直接「守破離」に対する思いを、語っていただくこ

とで会の活動方針を明確にし、士気を高めます。 

「ＯＢ紹介」「委員会及び理事紹介」「新入会員紹介」を行うことで、ＯＢと現役の架け橋とな

り一体感を高め、年間を通じてより素晴らしい事業の構築の一助となることを目指します。 

 

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

    ２０２１年度はコロナ禍の影響で、例年行われてきた「会食」「歓談」「若い我らなどの演出」

等を省略し、コロナウイルス感染リスクを最小で抑える形で開催しました。 

    ２０２２年度も、安心してＯＢの方々にご来場いただくため、同じような形で開催し、簡潔であ

りながら、思いの伝わる例会設営を目指します。 

    歓談等が行えないため、「委員会及び理事紹介」と「新入会員紹介」に力を入れ、会員全員の名

前と顔がスクリーン上で紹介できるようにし、少しでもＯＢと現役の架け橋となれるようにします。 

    また、「卒業生紹介」を行うことで、ＯＢ会員の皆様に２０２２年度の卒業生を認識して貰うと

共に、卒業生本人達にも最後の年という自覚を持って活動して貰うことを目指します。 

 

（８）協議のポイント 

内容、予算について 

 

（９）会議での意見とその対応 

   意見） 

対応） 

 

（10）他委員会への依頼事項等 

   ２０２１年度にＯＢの方々から、「気持ちの良い挨拶」「コートの受け取りや、エスコートに垣間

見える気遣い」等を高く評価いただきました。 

   本年度も引き続き「おもてなしの心を感じていただける会」にしたいと思いますので、ご協力の程

どうぞよろしくお願いいたします。 

   また、本例会には宴会がありませんので、現役会員の皆様はお酒を飲んでの来場はお控え下さるよ

うお願いいたします。 

 

（11）添付資料 

①事業収支予算書（案） 

②収支予算明細書（案） 

③新年例会概要（案） 

④新年例会次第（案） 

⑤会場レイアウト図（参考資料） 

⑥会場動線図（参考資料） 

⑦看板レイアウト（案） 

⑧新入会員紹介のぼりレイアウト（参考資料） 
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⑨委員会紹介のぼりレイアウト（参考資料） 

⑩追加美品一覧（参考資料） 

⑪現役会員 案内書（案） 

⑫新入会員 パンフレット（参考資料） 

⑬委員会紹介パワーポイント（参考資料） 

⑭卒業生紹介パワーポイント（参考資料） 

⑮新入会員紹介パワーポイント（参考資料） 

⑯国際ホテル見積り（参考資料） 

⑰紙誠見積もり 委員会紹介のぼり（参考資料） 

⑱紙誠見積もり 新入会員紹介のぼり（参考資料） 

⑲水ノ上災害防具見積もり（参考資料） 

 

第３回理事予定者会議  ２０２１年 １１月 １８日 
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事業名

収入の部

大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 150,000 150,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 204,282 185,214 19,068
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

354,282 335,214 19,068

支出の部

大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 193,600 193,600 0
設 営 費 支 出 54,216 75,378 -21,162
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 247,816 268,978 -21,162
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 46,200 45,650 550
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 46,200 44,000 550
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出

ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 0 0 0
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0
保 険 料 支 出 0 0
通 信 費 支 出 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0
雑 費 支 出 0 0

事 業 予 備 費 支 出 60,266 22,236 38,030

354,282 335,214 17,418支　　出　　合　　計

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

事業収支予算書（案）

新年例会　テーマ「Here Comes The Sun～夜明け～」

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補 助 金 等 収 入

寄 付 金 収 入



１２－５ 

 

 

事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

事業費繰入収入 事業費繰入収入 150,000

事業予備費繰入収入 正会員　2,178円×63名 137,214

特別会員　2,000円×24名 48,000

335,214

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

会場設営費支出 設営費 看板代 15,278 水ノ上災害防具

ステージ装花 22,000 尾道国際ホテル

スクリーン（２個目） 16,500 尾道国際ホテル

テーブルクロス（白布） 21,120 尾道国際ホテル

会場利用料 193,600 尾道国際ホテル

メイン会場・控え室・駐車場代込み

新入会員紹介パンフレット　6円×80部 480 事務局

268,978

企画演出費支出 演出費 新入会員のぼり　6本 9,900 紙誠

委員会紹介旗 9,900 紙誠

映像作成指導費 謝礼品 11,000 桂馬

OB会員　お茶150円×80人 13,200 国際ホテル

44,000

0

0

0
参 加 記 念 品 代 支 出

保 険 料 支 出

通 信 費 支 出

販 売 物 品 仕 入 支 出

雑 費 支 出

事業予備費支出 22,236
335,214合　　計　　

収支予算明細書（案）

新年例会　テーマ「Ｈｅｒｅ　Ｃｏｍｅｓ　Ｔｈｅ　Ｓｕｎ～夜明け～」

合　　計　　

事業費支出

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　
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２０２２年度 新年例会 概要（案） 
 

１．開場（席次とお出迎え） 
  ①１月例会も新年例会も同じ会場（慶雲の間）で行います。 
   現役会員の皆様は、1月例会終了後、席の移動をお願いいたします。 
   （＊例年通り瑞宝の間で１月例会を行って移動する形を取ると、42,600 円（600 円

×71 名）の会場代が別途生じるため。 
   ＊スクール形式で行うため、例会の運営に支障が無いため。 
   ＊移動の時間を短縮し、OB 会員の皆様をよりスムーズにお出迎えするため。） 
 
  ②先輩方が国際ホテルに到着されたら、１Ｆで検温と消毒をしていただきます。 

２F 受付まで来られたら、受付担当がコート引換券を渡し、席までご案内します。 
現役会員は会場入りされたＯＢの皆様に積極的にお声かけし、ＯＢの皆様と 
交流をしていただくようお願いいたします。 
また、新入会員のアテンド役を事前に決めていただき、新入会員の紹介と 
名刺交換を行っていただくようお願いいたします。 
 

  ③開式３分前に司会よりアナウンスいたしますので、現役会員の皆様は各自テーブル
に着席して下さい。 

 
２．オープニング（３分） 
    オープニングムービーでは、今岡理事長がより良い雰囲気の中ご挨拶して頂ける

よう、そしてOB 会員の皆様に６５年の歴史を再確認して頂けるような内容にし、
新年例会の幕開けにふさわしい設えにします。 

 
３．理事長挨拶（１０分） 
   プレデンシャルリースを着用した今岡理事長に登場していただきます。 
   スポットライトを理事長にあて、会場にいる皆様が集中して挨拶を聞ける環境を 

整えます。 
挨拶終了後、プレデンシャルリースは回収し、箱に入れた状態で舞台下に 

展示いたします。 
 
４．OB 紹介・シニアクラブ会長挨拶（１5 分） 
   OB 紹介はOB の方より挨拶がありましたら、現役会員は元気よく挨拶し、 
  お迎え下さい。 
   挨拶は「こんばんは」で統一します。 
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５．委員会及び理事紹介（１0 分） 
   約２年間、コロナ禍でOB との交流ができていないため、少しでも現役の顔と名前

を覚えていただくために、委員会メンバー全員の名前の入った委員会紹介の旗を持ち
登壇します。 
自己紹介時は両サイドスクリーンに役員及び全会員の顔写真と名前、委員会名を入

れたスライドを映します。 
 
6．卒業生紹介（７分） 
   OB の方々に２０２２年度の卒業生を認識して貰う為、そして卒業生本人にも最後

の年だという自覚を持って１年間活動して頂くため、卒業生の皆様に登壇していただ
きます。 
代表として歴の最も長い安楽城大作君より一言挨拶を頂きます。 

   
7．新入会員紹介（１４分） 
  登壇方法 
   新入会員の皆様には、委員会及び理事紹介が終わる５分前に舞台袖（舞台向かって

右側）に集合していただきます。 
   時間になりましたら１人ずつ名前を呼びますので、大きな声で返事をし、ノボリを

持って登壇していただきます。 
  紹介方法 
   自分の会社の自己紹介をし、自己紹介時は両再度スクリーンに新入会員の顔写真プ

ロフィールを入れたスライドを映し、入会の動機や意気込みを話していただきます。 
 
＊コロナウイルス対策について 
 ①国際ホテル入り口にて、「検温」「消毒」を実施いたします。 
 ②マスクの着用をお願いいたします。お忘れの方のために予備のマスクも用意します。 
 ③国、県からの 20 時までの時短要請が出る可能性を踏まえ、20 時終了のスケジュール

を計画します。 
 
 ＊2021年度は「健康状態確認書」を作成し対応いたしましたが、「来場される方々の連

絡先を把握できること」「検温時に発熱の有無を確認できること」「国民の約 8割がワ
クチン接種を終えたという状況の変化があること」から、2022年度は健康状態確認書
の作成は無しで対応いたします。 
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２０２２年度 新年例会 次第（案） 

 

１８：３０ 受け付け開始 

１８：４５ 会場 

１９：００ 開会 オープニングムービー     ３分 

１９：０３ 理事長挨拶            １０分 

１９：１３ 副実行委員長主旨説明        １分 

１９：１４ OB ご紹介            １０分 

１９：２４ シニアクラブ会長挨拶        ５分 

１９：２９ 委員会理事紹介          １０分 

１９：３９ 卒業生紹介             ７分 

１９：４６ 新入会員紹介           １０分 

１９：５６ 実行委員長謝辞           ２分 

１９：５８ 締めのご挨拶            ２分 

２０：００ 閉会                



ＯＢ席ＯＢ席

65周年実行特別委員会

正副理事会

総務広報委員会

共創まちづくり委員会
まちの未来創造委員会 青少年育成委員会

拡大研修委員会
登壇者 控え席

2022年度新年例会
席次表（案）

１２－９



コ
｜
ト
掛
け

受
付

OB
ご
入
場

OB
ア
テ
ン
ド

OB
ア
テ
ン
ド

コート担当は
「○○委員

会」受付担当は
「事務局」

こんばんは！

こんばんは！

１２－１０



コ
｜
ト
掛
け

受
付

守破離！

こんばんは！
こんばんは！

・シニアクラブ会長
にご登壇していただ
き、ご挨拶いただく。

１２－１１



コ
｜
ト
掛
け

受
付

・室毎に登壇

頑張ります！

・登壇順番は
1.監事
（島田監事・高升監事）

2.正副事務局
（大西専務）

3.65周年実行特別室
（𠮷𠮷田実行委員長・
加藤副実行委員長・村橋委員長）

4.地域創造室
（歌副理事長・
平岡委員長・村上委員長）

5.人財育成室
（高橋副理事長・
半田委員長・沼尾委員長）

＊（）が挨拶者

１２－１２



コ
｜
ト
掛
け

受
付

・卒業生の皆さんは
全員登壇

卒業します！

・卒業生代表として
安楽城大作君より
一言挨拶

１２－１３



コ
｜
ト
掛
け

受
付

・新入会員の皆さん
は全員登壇

よろしくお願
いします！

・全員より一言挨拶

１２－１４



コ
｜
ト
掛
け

受
付

・𠮷𠮷田実行委員長よ
り謝辞

誠におめでと
うございます

・OB代表の方より締
めの挨拶

本日は大変あ
りがとうござ
いました！！

・挨拶後、すぐに出
入り口に整列するの
を委員会メンバーに
周知

１２－１５



コ
｜
ト
掛
け

受
付

コート担当は
「○○委員

会」受付担当は
「事務局」

O
B
ご
退
場

ありがとうご
ざいました！

ありがとうご
ざいました！

ありがとうご
ざいました！

１２－１６
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サイズ：５，０００ｍｍ×９００ｍｍ

文字：黒

背景：白

新年例会看板（案）

２０２２年度 一般社団法人 尾道青年会議所 新年例会

テーマ 「 Here Comes The Sun ～夜明け～ 」

６５周年実行特別委員会



W450×H1800mm　左チチ

１２－１８



W450×H1800mm　左チチ　20%縮小

65
周
年
実
行
特
別
室

𠮷田 雄太
加藤 雅崇
村上 　康
福本 真也
向井 豪佑
馬原 美晴
小迫 佳紀
中川 裕智
沼田 剛志
原田 知晴
水野 春樹
森田洋一郎

実行委員長
副実行委員長
副実行委員長
幹　　事
幹　　事

65
周
年
実
行
特
別

委
員
会

１２－１９
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マイク装花 レッドカーペット 布クロス
0円 ０円（尾道青年会議所所有） 300円/枚

国際ホテル様がご用意。
会場代に含まれる。

尾道青年会議所の所有物。
主に卒業例会でのみ使用。
国際ホテル2階の倉庫に保管。
合計5枚あり。
（800mm×4800mmが4枚。階段用が１枚。）
新年例会のステージは、卒業例会より
大きいため、ステージ全体を覆う事は不可。
理事長の登場～挨拶の動線上で使用。

国際ホテル様がご用意。
通常の例会等では「ビニールクロス」
を使用。
ビニールクロスは0円で借りられる。

OB用のお茶（マスク入れ付） 装花 スクリーン（２つ目）
150円/本 0円 15,000円

国際ホテル様がご用意。 国際ホテル様がご用意。
会場代に含まれる。
１つのみ。
ステージ上に配置。

国際ホテル様がご用意。
スクリーン1つは会場費に含まれるが、
２つめは有料。

2022年度　新年例会　追加備品



１２－２１ 
 

尾 青 会 発   号 
                            ２０２１年１２月 日 

会 員 各 位 
一般社団法人 尾道青年会議所 

２０２２年度  理 事 長予定者 今 岡 正 英  
実行委員長予定者 𠮷𠮷 田 雄 太 

副実行委員長予定者 加 藤 雅 崇 
副実行委員長予定者   村 上 康 

 
 

 

  ２０２２年 １月例会 新年例会のご案内 
 

拝啓  師走の候  皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
さて、２０２２年度一般社団法人尾道青年会議所は、今岡理事長予定者の所信「守 破 離」の元、 
スタート致します。 
 １月例会では会員の皆様と理事長所信を共有し、その後の新年例会では 
「Ｈｅｒｅ Ｃｏｍｅｓ Ｔｈｅ Ｓｕｎ～夜明け～」をテーマに掲げ、新たに始まる２０２２年度体制 
を OB・特別会員の皆様へご披露いたします。 
また、ＯＢ会員の皆様、特別会員の皆様と現役会員が交流をより一層深め、尾道青年会議所が今後益々 

発展していくことを願い開催いたします。 
 つきましては、ご多忙とは存じますが万障お繰り合わせ上、何卒出席賜りますよう御おい申し上げます。 

敬具 
 
＊新型コロナウイルス感染症対策のため、「来場時の検温」「会場内でのマスクの着用」「入退場時の消毒」 
等のご協力をお願い申し上げます。 
また、せき、発熱等の症状がある方は出席をお控え下さい。 
本例会は、新型コロナウイルス感染対策から、会食、アトラクションは行いません。 
開催予定日に国からの緊急事態宣言が発令された場合等は中止といたします。 
何卒ご理解いただきますようお願い申し上げます。 

記 
 

日     時  ２０２２ 年 １月１７日（月）１月例会 １８：００～１８：４５ 
新年例会 １９：００～２０：００ 

場     所  尾道国際ホテル ２Ｆ 
例     会  テーマ「Ｈｅｒｅ Ｃｏｍｅｓ Ｔｈｅ Ｓｕｎ～夜明け～」 
登  録  料  ￥２，１７８ 
返 信 締 切  ２０２１年１２月２４日（金） 必着 
返  信  先  (一社)尾道青年会議所 F A X 0848-20-1112          E-Mail   ojc@urban.ne.jp 

返 信 方 法  FAX かメールで事務局まで返信ください。 

以上 

…………………………………………き……り……と……り……せ……ん………………………………………… 
 

２０２２年度 １月例会 新年例会（どちらかに○をしてください） 
 
 

１月例会 ： ご出席 ・ ご欠席 
新年例会 ： ご出席 ・ ご欠席 

 
お名前：            

mailto:ojc@urban.ne.jp


新入会員パンフレット（参考資料） 

 

１２－２２ 

 

 

氏名： 氏名：
生年月日： 生年月日：
会社名： 会社名：
役職： 役職：
趣味： 趣味：
一言： 一言：

ゴルフ

吸収させていただこうと思っています。
どうぞよろしくお願いいたします。

空手

よろしくお願いいたします。
一歩ずつ頑張りますので、御指導御鞭撻の程
右も左もわからない未熟者ではありますが、 わからないことだらけですが、行動し色々と

向井豪佑（むかいごうすけ）

2022年度　新入会員紹介 2022年度　新入会員紹介

無し
向井興業有限会社
1996年9月17日

福本真也(ふくもとしんや）
1989年2月5日
株式会社ボックス
無し



６５周年実行特別委員会

森田洋一郎 村上康
副実行委員長

沼田剛志 向井豪佑加藤雅崇
副実行委員長

１２－２３

委員会紹介（参考資料）



安楽城大作
入会：２００９年。
卒業にあたり：
＊ここにコメントをいただきます

１２－２４

卒業生紹介（参考資料）



向井豪佑
生年月日：1996年9月17日（25
歳）
会社名：向井興業有限会社
趣味：空手

右も左もわからない未熟者ではあ
りますが、
一歩ずつ頑張りますので、
御指導、御鞭撻の程よろしくお願
いいたします。

１２－２５

新入会員紹介（参考資料）



１２－２６
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発行日：

御中

下記の通りお見積り申し上げます。

〒722-0051　広島県尾道市東尾道11-13

TEL (0848)20-2131　FAX (0848)20-2135

御見積金額

担当：

単位：円

備考

消費税(10%) 900

小計金額 9,000

一般社団法人 尾道青年会議所

9,900合計金額

14

13

12

11

10

9

8

7

6 　その他　：　チチテープ加工

5 　印　刷　：　4×0

4 　紙　質　：　ポンジクロス

3 サイズ　：　450×1800mm

1

2

No 商品名 単価

【印刷仕様詳細】

9,000のぼり「委員会紹介用」

数量 金額

6 1,500

¥9,900 -

2021/10/19

納入場所 お客様指定場所

納入期日 ご相談

支払条件

見積有効 2022/1/31

山 北

担　当査　閲承　認

御 見 積 書

１２－２８



発行日：

御中

下記の通りお見積り申し上げます。

〒722-0051　広島県尾道市東尾道11-13

TEL (0848)20-2131　FAX (0848)20-2135

御見積金額

担当：

単位：円

備考

¥9,900 -

2021/11/8

納入場所 お客様指定場所

納入期日 ご相談

支払条件

見積有効 2022/1/31

山 北

担　当査　閲承　認

御 見 積 書

1

2

No 商品名 単価

【印刷仕様詳細】

9,000のぼり「新入会員紹介用」

数量 金額

6 1,500

4 　紙　質　：　ポンジクロス

3 サイズ　：　450×1800mm

6 　その他　：　チチテープ加工

5 　印　刷　：　4×0

8

7

10

9

11

消費税(10%) 900

小計金額 9,000

一般社団法人 尾道青年会議所

9,900合計金額

14

13

12

１２－２９
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